
李
善
注

「
事
無
高
翫
、

|
|
i
謝
霊
運

而
情
之
所
賞
、

「
従
斤
竹
澗
越
嶺
渓
行
」

考

の
解
釈
に
関
わ
っ
て
|
|

竹佐考」牒
李
普
(
七
世
紀
中
期
)
注
『
文
選
」
巻
二
十
二
に
収
め
ら
れ
て
い

た
に
あ
る

似
る
謝
霊
運
(
三
八
五

i
四
一
二
三
)
「
斤
竹
澗
よ
り
嶺
を
越
え
て
渓
行
き

苛

叶

【

l
v

J

す
(
従
斤
竹
澗
越
嶺
渓
行
)
」
詩
(
以
下
「
斤
竹
澗
」
詩
と
略
称
す
る
)

闘
の
第
十
九
句
目
「
情
用
賞
品
同
美
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、

-
5
0八
年

日
記
六
月
に
台
湾
の
「
重
探
自
然
」
学
会
に
提
出
し
た
拙
稿
「
謝
盛
運
詩

代
日

{
2〕

市
文
中
的
「
賞
」
和
「
情
」
」
(
以
下
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
)
は
、
矢
淵
孝

砿
良
「
謝
霊
運
山
水
詩
の
背
景
始
寧
時
代
を
中
心
と
し
て
」
一
七
六

鮪
頁
の
説
に
拠
り
つ
司
、
従
前
と
は
異
な
る
解
釈
を
提
出
し
た
。
前
稿

閣
で
は
、
そ
の
解
釈
は
、
該
句
に
注
を
付
し
て
い
る
李
善
の
解
釈
と
も

性
異
な
っ
て
い
る
旨
を
記
し
た
。

事
し
か
し
そ
の
後
、
李
善
が
該
句
の
解
釈
に
用
い
て
い
る
「
所
」
字

を
検
討
し
て
い
く
う
ち
に
、
李
善
の
該
句
へ
の
解
釈
は
、
意
外
に
も
、

2

矢
淵
説
、
引
い
て
は
拙
稿
の
説
と
必
ず
し
も
異
な
る
も
の
で
は
な
い

は
じ
め
に
|
|
問
題
の
所
在

即
以
矯
美
」

「情」

詩
の

佐

竹

保

子

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
謝
詩
の
該
句

に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
該
句
の
李
善
注
に
対
し
て
も
、
従
来
と
は

異
な
る
読
み
方
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
敢
え
て
こ
と
に
、

そ
の
異
な
る
読
み
方
を
記
し
て
、
大
方
の
ご
叱
正
を
乞
い
た
い
と
願

う
次
第
で
あ
る
。前

稿
の
ま
と
め

論
述
の
都
合
上
、
本
稿
に
関
わ
る
範
囲
で
、
前
稿
に
記
し
た
要
点

を
、
箇
条
書
き
の
形
で
略
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
謝
霊
運
「
斤
竹
澗
」
詩
第
十
九
句
目
の
「
情
用
賞
馬
美
」
は
、
従

来
「
情
が
賞
す
る
対
象
を
美
と
す
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
該
句
の
鍵
言
葉
を
記
号
に
置
き
換
え
る
と

「
A
用
B
震
C
」
と
な
り
、
こ
の
構
造
の
文
に
は
、
古
来
「
A
が

B
を
C
と
す
る
」
と
「
A
が
B
に
よ
っ
て

C
と
な
る
」
と
の
二
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つ
の
読
み
方
が
あ
る
。
前
者
を
か
り
に
「
B
川

C
」
型
、
後
者

を
「
A
H
C
」
型
と
す
る
と
、
該
句
は
従
来
「
B
H
C
」
型
と

考
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
句
構
造
と
し
て
は
「
A
H

C
」
型
と
見
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

二
、
第
十
九
句
目
に
お
い
て
、
右
の
A
に
当
た
る
の
は
「
情
」
で
あ

る
。
謝
霊
運
詩
文
の
「
情
」
を
調
べ
る
と
、
仏
教
関
係
の
韻
文

や
散
文
、
お
よ
び
山
水
詩
に
お
い
て
は
、
「
情
」
は
人
を
迷
い
と

悲
哀
に
陥
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
無
化
こ
そ
理
想
的
な
境

地
で
あ
る
(
た
と
え
ば
「
石
門
新
管
所
住
、
四
面
高
山
、
週
渓

石
瀬
、
情
竹
茂
林
」
詩
の
第
二
十
二
句
目
「
理
来
情
無
存
」
)
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
ニ
、
謝
霊
運
が
敬
服
し
た
と
さ
れ
る
高
僧
の
慧
速
、
謝
霊
運
が
そ
の

頓
倍
説
に
い
ち
早
く
賛
同
し
た
と
さ
れ
る
竺
道
生
、
お
よ
び
謝

霊
運
が
そ
の
山
水
観
に
多
大
の
影
響
を
受
げ
た
居
士
の
宗
柄
、

こ
の
三
名
の
文
章
に
お
け
る
「
情
」
も
、
多
く
二
の
「
情
」
の

合
意
を
持
つ
。

四
、
右
に
挙
げ
た
慧
遠
、
佐
一
道
生
、
さ
ら
に
慧
遠
に
示
教
し
た
鳩
摩

羅
什
、
ま
た
北
方
か
ら
来
て
慧
遠
の
も
と
に
一
年
足
ら
ず
止

ま
っ
た
仏
駄
抜
陀
羅
、
こ
の
四
名
の
訳
経
に
も
、
二
の
合
意
の

「
情
」
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

五
、
以
上
の
よ
う
に
、
謝
霊
運
や
そ
の
周
囲
で
は
、
「
情
」
は
そ
も
そ

も
存
在
せ
ず
、
「
理
来
り
て
情
存
す
る
無
し
」
が
本
来
の

境
地
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
未
だ
悟
り
得
ず
、

い
ま
だ
輪
廻
を
く
り
返
し
て
い
る
修
行
者
に
と
っ
て
、
「
情
」
は

存
在
す
る
。
そ
の
「
情
」
を
「
化
」
し
「
潔
」
ら
か
に
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
、
慧
遠
や
宗
畑
は
説
い
て
い
る
。

六
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
謝
詩
第
十
九
句
目
「
情
用
賞
矯
美
」
は
、
元

来
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
、
し
か
し
修
行
中
の
身
に
は
依
然
存
在

す
る
「
情
」
が
、
「
賞
」
す
な
わ
ち
山
水
欣
貨
に
よ
っ
て
、
「
美
」

す
な
わ
ち
慧
遠
や
宗
痢
の
記
す
「
化
」
さ
れ
「
潔
」
ら
か
に
さ

れ
た
状
態
に
な
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
意
味
に
取
り
得
る
。

七
、
こ
こ
で
該
詩
の
構
成
を
見
れ
ば
、
林
文
月
氏
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
全
体
が
四
段
落
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
十
九
句
目
は
、
第

四
段
落
の
初
旬
に
当
た
る
。
該
詩
の
第
一
段
落
(
四
句
)
は
「
主

人
公
の
存
す
る
時
空
」
、
第
二
段
落
(
十
句
)
は
「
主
人
公
と
山

水
と
の
幸
せ
な
交
流
」
(
山
水
欣
賞
)
、
第
三
段
落
(
四
句
)
は

「
「
山
阿
人
」
に
近
づ
き
得
ず
交
流
し
得
ぬ
欝
屈
」
を
、
そ
れ
ぞ

れ
詠
じ
て
い
る
。
続
く
第
十
九
句
目
の
「
情
」
が
、
右
の
第
三

段
落
田
の
「
欝
屈
」
を
、
同
じ
く
「
賞
」
が
、
第
二
段
落
田
の

「
山
水
欣
賞
」
を
承
け
、
「
情
用
賞
魚
美
」
は
そ
の
穆
屈
が
山
水

欣
貨
に
よ
っ
て
消
え
て
い
く
、
す
な
わ
ち
「
情
」
が
「
美
」
と

な
る
こ
と
を
い
う
、
と
解
す
る
な
ら
、
「
情
」
に
つ
い
て
ニ
か
ら

六
ま
で
に
考
察
し
た
内
容
と
矛
盾
無
く
合
致
す
る
。
詩
の
構
成

上
、
第
十
九
句
目
は
、
第
二
段
落
と
第
三
段
落
を
統
合
し
つ
つ
、



最
末
聯
で
あ
る
二
十
一
句
目
と
二
十
二
句
目
を
聞
く
位
置
に
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。

八
、
で
は
第
二
十
句
目
「
事
昧
克
誰
緋
」
は
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る

の
か
。
こ
れ
は
、
「
情
」
が
「
賞
」
を
通
じ
て
「
美
」
と
な
る
と

い
う
「
事
」
は
、
誰
に
で
も
分
か
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
意

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
慧
遠
の
文
章
に
お
い
て
、

竹
「
情
」
の
「
化
」
は
戒
律
の
遵
守
に
よ
る
と
明
言
さ
れ
て
お
り
、

白
山
水
欣
賞
に
よ
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
第
十
九
句
目
に
述
べ

考
ら
れ
た
奥
義
は
、
慧
逮
に
さ
え
「
排
」
じ
得
な
い
「
昧
」
い
「
事
」

臓
で
あ
る
。
「
賞
」
の
妙
を
体
得
し
た
主
人
公
こ
そ
そ
の
「
事
」
を

叫
「
排
」
じ
得
る
と
、
詩
は
第
二
十
句
目
で
主
張
し
て
い
る
と
考
え

J

ら
れ
る
。

一
四
九
、
続
く
最
終
聯
「
観
此
遺
物
慮
、
一
悟
得
所
遺
」
は
、
第
十
九
句

龍
目
で
「
美
」
と
「
震
」
っ
た
「
情
」
、
別
言
す
れ
ば
「
美
」
と
「
局
」
つ

而
た
け
れ
ど
も
依
然
存
在
す
る
「
情
」
が
、
つ
い
に
存
在
し
な
く

紙
な
る
境
地
を
暗
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
五
に

鮪
示
し
た
「
理
来
り
て
情
存
す
る
無
し
」
の
境
地
で
あ
る
。

嘩
そ
れ
は
、
李
善
注
所
引
の
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
本
文
お
よ
び

注
郭
象
注
か
ら
、
判
断
さ
れ
る
。

普李23 

以
上
の
よ
う
に
解
読
を
進
め
た
場
合
、
一
点
ひ
っ
か
か
る
所
が
あ

る
。
九
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
該
詩
の
最
終
聯
に
つ
い
て
、
李
普
は
、
『
荘

子
』
と
そ
の
郭
象
注
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
適
確
に
読
み
解
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
李
善
が
、
最
終
聯
を
導
き
出
す
関
鍵

と
な
る
第
十
九
句
目
を
、
一
に
挙
げ
た
「
A
H
C
」
型
で
は
な
く
「
B
U

C
」
型
の
句
構
造
で
、
す
な
わ
ち
「
情
が
貨
を
通
じ
て
美
と
な
る
」
で

は
な
く
「
情
が
賞
を
(
そ
の
賞
す
る
対
象
を
)
美
と
す
る
」
と
い
う

意
味
で
解
す
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
該
詩
の

第
十
九
句
目
に
対
す
る
李
善
の
注
を
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

李
善
の
注
文
お
よ
び
李
善
以
後
の
古
典
的
解
釈

ま
ず
第
十
九
句
目
を
含
む
一
聯
と
、
該
聯
に
対
す
る
李
善
注
を
掲

げ
る
。
な
お
、
以
下
に
引
用
す
る
原
文
に
は
、
そ
の
読
み
方
自
体
が

問
題
と
な
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
原
文
に
は
書
き
下
し
文

や
訳
文
を
付
し
て
い
な
い
が
、
な
に
と
ぞ
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。
拙
稿

の
推
論
過
程
お
よ
び
結
論
部
分
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
明
ら

か
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

「
情
用
賞
馬
美
、
事
味
覚
誰
耕
」
号
一
同
事
無
高
翫
、
而
情
之
所
賞
、

即
以
爵
美
、
此
理
幽
昧
、
誰
能
分
別
乎
。

注
文
後
半
の
「
此
理
」
以
下
八
字
は
、
明
ら
か
に
第
二
十
句
「
事

味
く
し
て
寛
に
誰
か
排
ぜ
ん
」
に
対
す
る
解
釈
な
の
で
、
今
は
除

く
。
第
十
九
句
目
へ
の
解
釈
と
し
て
は
「
事
無
」
以
下
十
三
字
が
考
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察
の
対
象
と
な
る
。

2

右
の
李
善
注
を
参
照
し
た
上
で
該
聯
を
解
釈
し
た
も
の
と
し
て
、

現
存
す
る
中
で
も
っ
と
も
古
い
の
は
、
五
臣
注
に
あ
る
張
銑
の
次
の

一
文
で
あ
ろ
う
。

銑
目
、
=
=
一
同
賞
祭
忠
誠
、
自
以
篤
美
、
此
事
深
味
、
誰
能
排
也
。

張
銑
注
の
後
半
八
字
も
第
二
十
句
目
へ
の
解
釈
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

を
除
い
て
「
賞
築
」
以
下
八
字
に
焦
点
を
絞
る
。
と
は
い
え
そ
の
前

半
四
字
の
「
賞
築
忠
誠
」
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
句
の
構
造
す
ら
見
分

か
ち
が
た
い
。
二
字
名
詞
の
並
列
な
の
か
、
あ
る
い
は
動
賓
構
造
か
、

は
た
ま
た
主
述
構
造
で
あ
る
の
か
。

そ
こ
で
該
勾
の
直
前
に
位
置
す
る
第
十
七
・
十
八
匂
目
「
蘭
を
握

の
ぞ
み

る
も
勤
は
徒
ら
に
結
ぽ
れ
、
麻
を
折
る
も
心
の
展
ぶ
る
莫
し
(
握

蘭
勤
徒
結
、
折
麻
心
莫
展
)
」
に
対
す
る
同
じ
五
臣
注
を
参
考
に
す
る

と
、
呂
延
済
の
名
を
冠
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

済
目
、
蘭
麻
、
皆
芳
草
、
可
以
投
贈
者
。
吾
=
一
一
旦
事
君
勤
苦
、
空
結

於
懐
、
相
知
之
心
、
無
由
申
展
。
(
済
日
く
「
蘭
・
麻
は
、
皆
な

芳
草
の
、
以
て
投
贈
す
べ
き
者
な
り
。
一
一
盲
う
こ
こ
ろ
は
君
に

つ
か事
え
て
勤
苦
な
る
も
、
空
し
く
懐
に
結
ぽ
れ
、
相
知
の
心
、
申

展
す
る
に
由
し
無
し
」
)

原
詩
の
第
十
七
句
「
握
蘭
勤
徒
結
」
が
、
「
君
に
事
え
て
勤
苦
な
る
も
、

空
し
く
懐
に
結
ぽ
れ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
握
蘭
勤
」
が
、

「
君
に
事
え
て
勤
苦
な
る
」
こ
と
の
比
喰
的
表
現
と
解
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
同
じ
五
臣
で
あ
る
張
銑
の
注
が
乙
れ
を
承
け
て
い
る
と
す

れ
ば
、
張
銑
注
に
あ
る
「
忠
誠
」
と
は
、
「
君
に
事
え
て
勤
苦
な
る
」

こ
と
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
「
賞
柴
忠
誠
」
と
は
、
「
忠

誠
を
賞
楽
す
」
と
い
う
動
賓
構
造
と
判
断
さ
れ
る
。

張
銑
注
の
後
半
四
字
「
自
以
震
美
」
は
、
そ
の
「
中
識
を
賞
築
す
」

を
主
語
と
す
る
述
語
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
美
」
と
「
為
」
る

の
は
「
忠
誠
を
賞
楽
す
」
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
原
詩
の
語
で
い
え
ば

「
賞
」
と
な
る
。
つ
ま
り
張
銑
の
注
は
、
「
賞
」
を
「
美
」
と
す
る
解

釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
拙
稿
前
章
の
「
こ
に
挙
げ
た
「
A
用
B
矯

C
」
構
文
に
お
け
る
「
B
H
C
」
型
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
五
臣
の

解
釈
が
、
李
善
の
解
釈
を
襲
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ

こ
か
ら
外
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
今
は
問
わ
な
い
。
た
だ
そ
れ

が
、
該
詩
の
第
十
九
句
目
を
「
B
川

C
」
型
の
構
文
に
流
し
込
む
傾

き
を
持
つ
解
釈
で
あ
る
こ
と
に
、
留
意
し
た
い
。

五
臣
の
解
釈
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
点
が
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
、
李
善
が
お
も
て
だ
っ
て
記
さ
な
か
っ
た
「
賞
」
の
対
象
を
、
「
忠

誠
」
と
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
賞
」
の
対
象
は
山
水
で
は
な

い
。
と
す
れ
ば
こ
の
解
釈
は
、
前
章
の
「
七
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
原

詩
全
二
十
二
句
の
半
分
近
く
を
占
め
る
第
二
段
落
十
句
を
、
ほ
ぽ
閑

却
し
て
い
る
と
言
え
る
。

い
ま
一
つ
は
、
原
詩
に
あ
る
「
情
」
の
字
が
、
五
臣
の
注
文
か
ら

は
い
つ
の
ま
に
か
脱
落
し
て
い
る
己
と
で
あ
る
。
五
臣
が
原
詩
の



「
情
」
字
に
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
の
、
あ

ら
わ
れ
か
も
し
れ
な
い
。
五
臣
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
三
点

を
指
摘
し
で
お
き
た
い
。

五
臣
に
つ
い
で
該
詩
の
第
十
九
句
自
に
解
釈
を
附
し
た
主
な
人
物

は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
元
の
劉
履
で
あ
話
。
そ
の
「
選
詩
補
注
」
に

つ
い
て
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
が
「
大
抵
、
こ
れ
を
五
臣
の
旧
注

竹
に
本
づ
く
」
と
評
す
る
と
お
り
、
該
詩
の
解
釈
も
、
ほ
ぽ
五
臣
注
を

川
口
襲
っ
て
い
る
。
た
だ
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
に
五
臣
が
該
詩
の
第
十
七

考
句
に
「
君
に
事
え
て
勤
苦
な
る
も
、
空
し
く
懐
に
結
ぽ
れ
」
と
注
し

」撲
て
「
君
」
と
漠
然
と
示
し
た
対
象
を
、
劉
履
は
「
底
陵
玉
」
に
限
定

信

釘

【

7
v

以
し
て
い
る
。
謝
霊
還
が
顔
延
之
ら
と
と
も
に
仕
え
、
該
詩
製
作
の
時

J

点
で
は
殺
害
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
庫
陵
王
劉
義
真
の
こ
と
で

硝
あ
る
。
第
十
九
句
目
を
含
む
一
聯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

取
夫
情
以
賞
適
矯
美
、
況
往
事
暗
昧
、
寛
無
局
之
排
明
者
、
何
乃

而
自
胎
憂
念
而
不
矯
築
哉
。
(
夫
れ
情
は
賞
適
を
以
て
美
と
為
す
、

祇
況
ん
や
往
事
は
暗
昧
く
、
寛
に
之
が
為
め
に
弁
明
す
る
無
け
れ

隅
ば
、
何
ぞ
乃
ち
自
ら
憂
念
を
胎
し
て
楽
し
み
を
為
さ
ざ
ら
ん
や
)

問
団
右
の
官
頭
に
あ
る
「
情
以
貨
適
帰
美
」
が
、
第
十
九
句
目
「
情
用
賞

注
潟
美
」
へ
の
解
釈
で
あ
る
。
原
詩
の
「
用
」
字
を
「
以
」
字
に
置
き

和
引
換
え
て
、
拙
稿
前
章
の
「
一
」
に
挙
げ
た
「
B
川

C
」
型
の
構
文
に

5

と
ら
え
て
い
る
。
つ
ま
り
劉
履
は
「
賞
」
が
「
美
」
で
あ
る
と
解
し

2

て
い
る
の
で
あ
り
、
四
庫
提
要
の
指
摘
ど
お
り
に
、
こ
の
点
は
五
臣

を
襲
っ
て
い
る
。

だ
が
劉
履
は
、
五
臣
が
注
文
に
省
い
た
「
情
」
字
を
、
「
夫
」
字
の

下
に
復
活
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
五
臣
の
「
賞
築
忠
誠
」
を
、
「
賞
適
」

と
す
る
。
前
掲
し
た
引
用
文
は
「
そ
も
そ
も
情
は
賞
適
を
美
と
す
る
。

ま
し
て
過
去
の
こ
と
(
庇
陵
王
殺
害
事
件
)
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
畢

克
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
み
ず

か
ら
憂
い
に
と
ら
わ
れ
た
ま
ま
楽
し
も
う
と
し
な
い
の
か
」
と
訳
し

う
る
。
す
な
わ
ち
劉
履
は
、
原
詩
の
第
=
一
段
落
の
詠
じ
る
穆
屈
を
、
底

陵
王
殺
害
事
件
に
対
す
る
も
の
と
す
る
が
、
そ
れ
に
続
く
第
十
九
・

二
十
句
自
に
つ
い
て
は
、
あ
の
事
件
は
も
は
や
真
相
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
憂
い
を
忘
れ
て
「
賞
適
」

し
「
楽
」
し
む
べ
き
だ
、
と
主
人
公
が
み
ず
か
ら
を
一
言
い
聞
か
せ
る

合
意
に
読
み
解
い
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
何
を
「
賞
適
」
す
る
の
か
。
続
く
第
二
十
一
句
目
「
観
此
遺

物
慮
」
へ
の
劉
履
の
解
釈
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「

E
ら
く
当
に
此
の

佳
勝
を
観
、
物
慮
を
遣
れ
去
る
べ
し
(
且
首
観
此
佳
勝
、
遺
去
物
慮
)
」
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
主
人
公
が
「
賞
適
」
し
「
楽
」
し
む
べ
き
対
象
と

は
「
佳
勝
」
、
す
な
わ
ち
美
し
い
山
水
の
景
と
さ
れ
て
い
よ
う
。
後
述

す
る
が
、
近
代
の
葉
笑
雪
氏
の
解
釈
が
、
ほ
ぽ
と
れ
を
襲
っ
て
い
る
。

ま
と
め
れ
ば
、
劉
履
の
該
詩
第
十
九
句
に
た
い
す
る
解
釈
は
、
句

の
構
造
に
つ
い
て
は
五
巨
に
倣
っ
て
い
る
が
、
五
臣
が
閑
却
し
た
原

詩
の
「
情
」
字
を
掬
い
上
げ
て
い
る
点
、
ま
た
「
賞
」
を
「
山
水
欣
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賞
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
点
、
こ
の
こ
点
に
お
い
て
五
臣
に
異
な

2

る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
「
情
」
字
を
掬
い
上
げ
て
い
る
と
は
い
え
、

原
詩
と
同
じ
字
を
く
り
返
す
だ
け
で
、
何
の
説
明
も
施
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

近
代
の
解
釈

(1)

一
九
八

0
年
代
ま
で

前
章
の
元
の
劉
履
か
ら
は
か
な
り
時
を
隔
て
る
こ
と
に
な
る
が
、

本
章
で
は
、
謝
霊
運
「
斤
竹
澗
」
詩
第
十
九
句
目
に
対
す
る
、
近
現

代
人
の
解
釈
を
辿
っ
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
李
普
や
五
臣
や
劉

履
を
な
ぞ
る
だ
け
で
は
な
い
、
詳
細
な
、
し
た
が
っ
て
結
果
と
し
て

往
々
そ
の
人
独
自
の
見
解
を
含
む
こ
と
に
な
る
解
釈
は
、
近
現
代
に

こ
そ
多
い
よ
う
に
見
受
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
日
本

人
の
解
釈
を
相
当
数
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本

人
の
場
合
は
、
旧
来
の
解
釈
を
襲
う
に
し
て
も
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
現
代
日
本
語
に
訳
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
ば
。
そ
の
訳
出
の
過
程
で
、
ほ
ぽ
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、

原
文
に
は
な
い
、
訳
者
独
自
の
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
る
傾
き
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
点
は
、
日
本
人
に
限
ら
ず
、
古
典

中
国
語
以
外
で
書
か
れ
る
解
釈
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
が
、
現
代
中

国
語
お
よ
び
現
代
日
本
語
以
外
の
言
葉
で
該
句
を
詳
説
し
た
例
が
、

残
念
な
が
ら
管
見
の
限
り
で
は
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の

挙
例
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
前
章
に
も
触
れ
た
葉
笑
雪
氏
は
、
一
九
五
七
年
の
著
書
で
第

十
九
匂
目
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

『
情
用
』
二
句
、
説
且
牧
拾
恩
古
幽
情
、
入
紳
地
欣
賞
眼
前
美
景
・
'

(
「
情
用
」
の
ご
句
は
、
過
去
を
思
う
ひ
そ
や
か
な
情
念
を
し
ば

し
収
め
て
、
眼
前
の
美
し
い
景
色
を
一
心
に
欣
賞
し
よ
う
と

一
吉
っ
て
い
る
)

引
用
文
の
「
恩
古
幽
情
」
と
は
、
第
十
九
句
自
に
先
立
つ
第
十
五
句

固
か
ら
十
九
句
目
ま
で
の
第
=
一
段
落
の
詠
出
、
す
な
わ
ち
「
山
阿
人
」

と
交
流
し
得
な
い
欝
屈
を
指
し
て
い
ょ
う
か
ら
、
原
詩
の
「
情
」
に

当
た
る
こ
と
ば
は
、
「
入
神
地
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
直
後
に
「
欣
賞
眼

前
美
景
」
と
あ
る
の
で
、
「
眼
前
の
景
」
が
「
賞
」
の
は
た
ら
く
対
象

で
、
そ
れ
が
「
美
」
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
と
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
乙
れ
は
、
前
々
章
の
「
一
」
に
挙
げ
た
、
「
A
用
B
盛
岡

C
」

の
文
型
に
お
け
る
B
H
C
型
に
属
し
て
い
る
。

葉
説
に
一
年
遅
れ
る
余
冠
英
氏
の
注
に
は
「
『
情
用
』
二
句
、
一
吉
情

之
所
賞
使
是
心
以
局
美
(
「
情
用
」
の
二
句
は
、
情
の
賞
す
る
所
は
そ

の
ま
ま
心
が
美
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
あ
る
。
「
情
」
の
説

明
や
「
賞
」
の
対
象
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
葉
説
と
ほ

ぽ
同
様
の
解
釈
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
節
氏
の
注
釈
も
葉
著
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
李
普
注
に

加
え
て
、
前
章
に
挙
げ
た
元
の
劉
履
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
お
り
、



基
本
的
に
劉
注
を
襲
う
も
の
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

日
本
人
で
該
匂
を
詳
細
に
解
説
し
た
の
は
、
一
九
六
二
年
の
小
尾

郊
一
氏
で
あ
る
。
小
尾
氏
は
、
「
斤
竹
澗
」
詩
の
末
四
句
を
引
用
し
た

後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

と
言
う
の
は
、
自
然
の
風
物
に
は
何
の
区
別
も
な
い
が
、
人
間

の
感
情
が
触
発
さ
れ
て
興
趣
を
添
え
る
と
こ
ろ
が
美
で
あ
り
、

竹
賞
心
を
持
っ
て
こ
そ
始
め
て
自
然
美
を
感
得
出
来
る
と
い
う
の

半

生

《

uv

日

で

あ

ろ

う

。

考
ま
た
、
第
十
九
句
目
に
対
す
る
李
善
の
注
に
つ
い
て
は

一
仇
つ
ま
り
李
善
に
よ
れ
ば
、
味
わ
う
所
に
岳
会
を
感
得
出
来
る

聞
と
い
う
の
で
あ
る
う
。
こ
の
「
賞
」
も
こ
の
詩
の
前
後
か
ら
考

J
え
て
、
自
然
の
山
水
を
た
の
し
み
味
わ
う
と
見
て
き
し
っ
か
え

聞
な
い
で
あ
ろ
日
。

日
比
第
十
九
匂
目
冒
頭
の
「
情
」
が
、
「
人
間
の
感
情
」
と
言
い
換
え
ら
れ

而
て
い
る
。
同
三
字
目
の
「
賞
」
は
、
「
自
然
の
山
水
を
た
の
し
み
味
わ

翫
う
」
意
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
お
り
、
先
行
す
る
葉
説
と
同
様

闘
で
あ
る
。

時
他
方
、
原
詩
の
「
矯
美
」
に
つ
い
て
は
「
自
然
美
を
感
得
出
来
る
」

注
と
し
て
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
。
「
美
」
と
な
る
の
は
「
自
然
」
で
あ
り
、

{M) 

事
そ
の
「
自
然
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
自
然
の
山
水
」
で
、
そ
れ
は

「
賞
」
、
つ
ま
り
「
た
の
し
み
味
わ
う
」
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

構
造
も
、
「
A
用
B
矯
C
」
に
お
け
る
B
H
C
型
に
属
し
て
い
る
。
す
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な
わ
ち
句
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
小
尾
氏
の
解
釈
も
、
五
臣
以
来
葉

説
や
余
説
ま
で
続
く
枠
組
み
を
襲
っ
て
い
る
と
一
言
え
る
。

一
九
六
三
年
の
内
田
泉
之
助
・
網
祐
次
両
氏
の
訳
注
、
同
年
の
斯

波
六
郎
・
花
房
英
樹
両
氏
の
訳
注
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
で
あ

司
令
。

す
べ
て
心
に
か
な
う
こ
と
が
よ
ろ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

思
え
ば
、
楽
し
み
と
い
う
も
の
は
、
心
に
適
う
こ
と
が
一
番
だ
。

い
ず
れ
も
前
章
に
挙
げ
た
元
の
劉
履
の
「
夫
情
以
賞
適
局
美
」
に
即

し
て
い
よ
う
。
劉
履
の
「
賞
適
」
と
い
う
語
が
「
心
に
か
な
(
適
)
う
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
原
詩
の
「
情
」
を
指
す
劉
履
の
「
情
」
に
当
た
る
訳
語

が
、
全
体
の
中
に
融
解
し
て
い
る
よ
う
で
、
明
示
的
に
は
見
出
せ
な

い
。
か
り
に
、
内
田
・
網
訳
の
「
と
思
う
の
で
あ
る
」
、
斯
波
・
花
房

訳
の
「
思
え
ば
」
が
そ
れ
に
当
た
る
と
し
て
も
、
「
思
え
ば
」
「
と
思

う
の
で
あ
る
」
は
、
文
の
中
核
を
な
す
こ
と
ば
で
は
な
い
。
中
核
を

額
縁
の
よ
う
に
包
み
こ
ん
で
お
り
、
該
句
の
解
釈
に
中
核
部
分
ほ
ど

に
は
必
須
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
両
訳
の
解
釈
に
お
い
て
原
詩
の
「
情
」

の
意
味
は
、
極
言
す
れ
ば
訳
出
し
な
く
と
も
構
わ
な
い
ほ
ど
に
薄
め

ら
れ
一
般
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
乙
の
一
般
化
と
い

う
点
で
は
、
「
情
」
を
「
人
間
の
感
情
」
と
す
る
前
掲
し
た
小
尾
氏
の

言
い
換
え
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
原
詩
の
「
美
」
を
指
す
劉
履
の
「
美
」
が
、
内
田
・
網
訳



ー
に
お
い
て
は
「
よ
ろ
し
い
」
、
斯
波
・
花
房
訳
に
お
い
て
は
「
一
番
だ
」

と
さ
れ
て
い
る
。
原
詩
の
語
に
即
す
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
意
訳

に
近
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
み
が
た
い
。

一
九
八
七
年
の
顧
紹
柏
氏
の
注
釈
も
「
参
看
元
劉
履
《
選
詩
補
注
》

巻
六
(
元
の
劉
履
「
選
詩
補
注
」
巻
六
を
参
照
せ
よ
ご
と
記
し
、
劉

履
説
に
拠
る
。
し
か
し
康
氏
は
、
原
詩
の
「
賞
」
に
は
、
次
の
よ
う

に
附
注
す
る
。

賞
、
賞
心
、
即
以
心
相
賞
、
指
知
己
良
朋
在
一
起
傾
心
吐
胆
;
賞

心
。
一
詞
在
霊
運
詩
中
多
次
出
現
、
有
特
定
合
意
。
這
塁
用
以

指
与
底
陵
王
劉
義
真
等
的
深
厚
友
誼
。
(
賞
と
は
、
賞
心
の
こ
と
、

つ
ま
り
心
で
賞
し
あ
う
の
で
あ
り
、
知
己
良
友
が
と
も
に
真
心

を
さ
ら
け
出
す
と
と
を
指
す
。
「
賞
心
」
と
い
う
こ
と
ば
は
霊
運

の
詩
に
多
く
登
場
し
、
特
定
の
意
味
を
持
つ
。
こ
こ
で
は
、
底

陵
王
劉
義
真
た
ち
と
の
深
い
友
情
を
指
す
)

顧
氏
は
、
「
賞
」
を
底
陵
王
劉
義
真
ら
知
己
と
の
厚
い
友
情
を
あ
ら
わ

す
と
す
る
。
こ
れ
は
、
「
賞
」
を
山
水
欣
賞
と
と
る
劉
履
説
と
は
違
い
、

む
し
ろ
小
稿
第
三
章
に
挙
げ
た
五
臣
の
張
銑
の
「
忠
誠
を
賞
楽
し
、
自

ら
以
て
美
と
為
す
」
に
近
い
。

さ
ら
に
願
氏
は
、
原
詩
の
「
情
」
に
は
特
に
焦
点
を
当
て
て
い
な

い
。
こ
の
点
は
、
注
文
か
ら
「
情
」
字
を
脱
落
さ
せ
て
い
る
五
臣
ゃ
、

原
詩
そ
の
ま
ま
に
「
情
」
と
記
す
の
み
の
劉
履
、
ひ
い
て
は
本
章
に

こ
れ
ま
で
辿
っ
て
き
た
、
葉
説
を
除
く
各
位
の
「
情
」
字
に
対
す
る

意
識
と
、

ほ
ぽ
同
様
と
み
な
せ
よ
う
。

四

近
代
の
解
釈

(2)

一
九
九

0
年
代
以
後

前
章
所
掲
の
各
位
に
対
し
、
一
九
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
陰
法
魯

審
訂
『
昭
明
文
選
訳
注
』
は
、
「
情
」
字
に
も
詳
細
な
解
説
を
加
え
る
。

該
書
は
、
一
ニ
名
の
主
編
者
と
十
一
名
の
訳
注
者
を
擁
し
、
当
該
部
分

が
ど
の
人
物
の
手
に
成
る
の
か
不
明
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
人
名
を

記
さ
ず
『
訳
注
』
と
略
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
「
訳
注
』
は
次
の
よ
う

に
記
す
。
関
連
箇
所
が
複
数
に
わ
た
る
た
め
、
便
宜
上
引
用
文
に
番

号
を
付
す
。
山
水
・
草
木
・
魚
烏
之
美
、
全
在
乎
一
小
。
賞
。
字
、
市
且
出

之
子
。
情
九
此
中
。
事
。
不
可
以
理
析
以
詞
弁
、
完
全
出
子
直

観
感
悟
。
但
既
以
か
情
。
賞
、
詩
人
之
山
水
就
塗
上
了
他
的
或

道
或
仏
的
主
観
色
彩
。
(
山
水
や
草
木
や
魚
烏
の
美
は
、
す
べ
て

「
賞
」
の
字
に
あ
り
、
同
時
に
「
情
」
か
ら
出
て
い
る
。
己
の
「
事
」

は
理
屈
や
言
葉
で
分
析
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
完
全
に
直
観

的
な
悟
り
か
ら
出
て
い
る
。
だ
が
「
情
」
に
よ
っ
て
賞
し
て
い

る
以
上
、
詩
人
の
山
水
は
彼
の
道
教
な
り
仏
教
な
り
の
主
観
的

な
色
合
い
に
染
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
)

情
用
・
即
用
情
。
賞
・
・
欣
賞
。
(
「
情
用
」
と
は
、
情
を
用
い
る

こ
と
。
「
賞
」
と
は
、
欣
賞
す
る
乙
と
)

1 2 



李
善
注
以
上
両
句
説
。
言
事
無
高
玩
、
而
情
之
所
賞
既
以
為
美
、

此
理
幽
昧
誰
能
分
別
乎
?
。
意
思
是
客
観
物
象
、
只
要
以
真
情

去
欣
賞
、
即
使
関
花
小
草
、
也
自
能
獲
得
美
感
。
(
李
善
は
以
上

の
二
句
に
「
・
(
引
用
者
略
)
・
」
と
注
し
て
い
る
。
客
観
的

な
物
象
は
、
真
心
か
ら
欣
賞
し
さ
え
す
れ
ば
、
た
と
え
つ
ま
ら

な
い
草
花
で
も
、
お
の
ず
と
美
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う

竹

意

味

で

あ

る

)

U

4

真
情
観
賞
物
象
物
皆
美
、
此
理
可
感
而
誰
能
明
弁
。
(
ま
ご
こ
ろ

片
で
物
象
を
観
賞
す
る
と
物
は
す
べ
て
美
し
い
、
こ
の
道
理
は
感

献
じ
う
る
が
誰
が
明
ら
か
に
い
い
あ
ら
わ
せ
よ
う
)

川
畑
『
訳
注
』
は
1
で
「
山
水
・
草
木
・
魚
鳥
の
美
」
が
「
情
」
か
ら
出
た

J

も
の
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
「
情
」
を
、

3
と
4
で
「
真
情
」
と
量
一
同
い

閥
換
え
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

2
で
は
「
情
用
」
は
「
用
情
」
で
あ
る
と

舵
明
言
し
、

!
?
4で
も
「
既
以
。
情
。
賞
」
「
只
要
以
真
情
去
欣

而
賞
」
「
真
情
観
賞
物
象
」
と
解
説
す
る
よ
う
に
、
原
詩
の
「
情
用
賞
局

翫
美
」
を
、
上
ニ
字
を
「
用
情
」
と
転
倒
さ
せ
た
形
で
理
解
し
て
い
る
。

鯛
ま
ご
こ
ろ
で
欣
賞
す
れ
ば
そ
れ
は
美
と
な
る
、
と
の
意
で
あ
る
。
「
美
」

閣
と
「
矯
」
る
の
は
、
ー
に
「
山
水
・
草
木
・
魚
鳥
之
美
」
、

3
に
「
即

注
使
関
花
小
草
、
也
自
能
獲
得
美
感
」
、
4
に
「
真
情
観
貨
物
象
、
物
皆

軒
美
」
と
あ
る
と
お
り
に
、
広
義
に
は
「
物
象
」
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
「
山
水
・
草
木
・
魚
烏
」
「
閑
花
小
草
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
小
稿
第

二
章
の
一
に
挙
げ
た
「
A
用
B
局
C
」
の
文
型
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
「
訳

3 

29 

注
』
は
上
二
字
を
転
倒
さ
せ
て
解
し
て
い
る
た
め
に
あ
て
は
め
難
く

は
あ
る
の
だ
が
、

B
に
当
た
る
の
が
「
貨
」
字
で
、
そ
の
「
賞
」
す

る
対
象
が
C
に
当
た
る
「
美
」
と
な
る
、
と
い
う
構
造
で
あ
る
乙
と

は
動
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
『
訳
注
』
も
、
基
本
的
に
五
臣
注
以
来
の

B
日
C
型
の
句
構
造
に
よ
っ
て
、
「
斤
竹
澗
」
詩
の
第
十
九
句
白
を
読

み
解
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
似
る
の
が
、
一
九
九
六
年
の
王
令
槌
氏
の
解
釈
で
あ
る
。

但
是
心
情
用
作
欣
賞
的
就
是
美
好
、
・
:
然
自
己
清
志
所
欣
貨
的
、

Am) 

即
自
以
矯
美
、
(
け
れ
ど
も
心
情
が
欣
賞
す
る
所
と
そ
美
し
い
、

目
・
だ
が
自
己
の
清
志
が
欣
賞
す
る
所
は
、
そ
の
ま
ま
お
の
ず
と

美
と
な
る
)

王
氏
は
、
『
訳
注
』
の
よ
う
に
該
句
の
初
二
字
を
転
倒
さ
せ
は
し
な
い

が
、
該
句
の
「
情
」
を
、
「
心
情
」
「
清
志
」
と
言
い
換
え
る
。
「
清

志
」
と
は
、
清
浄
な
と
こ
ろ
の
意
で
あ
ろ
う
。
感
情
一
般
で
は
な
く
、

明
ら
か
に
プ
ラ
ス
に
価
値
づ
け
ら
れ
た
言
葉
に
言
い
換
え
て
い
る
点

が
、
『
訳
注
』
の
「
真
情
」
に
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
美
」
と
な

る
の
は
「
欣
賞
的
」
と
さ
れ
て
お
り
、
欣
賞
す
る
対
象
の
よ
う
で
あ

司
令
。
右
の
王
説
よ
り
数
年
早
く
発
表
さ
れ
て
い
る
森
野
繁
夫
氏
の
解
釈

は
、
元
の
劉
履
説
を
基
盤
と
す
る
網
氏
ら
お
よ
び
花
房
氏
ら
の
解
釈

と
、
小
尾
氏
の
解
釈
と
を
、
折
衷
し
た
感
が
あ
る
。
森
野
氏
は
記
す
。

さ
て
、
我
が
賞
心
に
か
な
っ
た
も
の
こ
そ
が
美
な
る
も
の
で
あ
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る
が
、
こ
の
道
理
は
奥
が
深
い
の
で
、
結
局
は
誰
に
も
わ
か
ら

な
い
だ
ろ
う
0

・
:
(
引
用
者
略
)
:
・
李
善
は
此
の
二
句
に
つ
い

て
「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
事
に
高
翫
無
く
、
情
の
賞
す
る
所
を
、
即

ち
以
て
美
と
為
す
。
此
の
理
は
幽
味
な
れ
ば
、
誰
か
能
く
分
別

せ
ん
や
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
自
然
の
な
か
で

自
分
が
感
動
し
た
も
の
こ
そ
が
美
で
あ
っ
て
、
別
に
高
尚
な
翫

味
の
仕
方
な
ど
は
無
い
。
し
か
し
な
が
ら
此
の
理
は
奥
の
深
い(nv 

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
わ
か
る
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
。

該
句
第
一
字
自
の
「
情
」
に
つ
い
て
、
劉
履
が
そ
の
ま
ま
「
情
」
と

記
し
、
網
氏
ら
や
花
房
氏
ら
が
敢
え
て
訳
出
し
な
い
の
と
同
様
に
、
森

野
氏
も
と
と
さ
ら
に
は
と
り
あ
げ
な
い
。
第
三
字
自
の
「
賞
」
に
つ

い
て
は
、
劉
履
が
「
賞
適
」
と
言
い
換
え
、
網
氏
ら
は
「
心
に
か
な

(
適
)
う
こ
と
」
と
し
、
森
野
氏
は
「
我
が
賞
心
に
か
な
っ
た
も
の
」

「
自
然
の
な
か
で
自
分
が
感
動
し
た
も
の
」
と
す
る
。

他
方
、
原
詩
の
「
美
」
は
、
網
氏
ら
が
「
よ
ろ
し
い
」
、
花
房
氏
ち

が
コ
番
だ
」
と
意
訳
す
る
の
と
は
異
な
り
、
森
野
氏
は
「
美
」
と

そ
の
ま
ま
記
す
。
ま
た
「
賞
」
(
「
賞
心
に
か
な
っ
た
」
「
感
動
し
た
」
)

す
る
対
象
を
「
自
然
の
な
か
で
」
と
限
定
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
山
水
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は
小
尾
氏
と
同
様
で

あ
る
。た
だ
こ
こ
で
一
つ
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
先
述
の
よ

う
に
原
詩
の
「
賞
」
を
、
劉
履
は
「
賞
適
」
、
網
氏
・
花
房
氏
ら
は
「
心

に
か
な
(
適
)
う
こ
と
」
と
訳
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
森
野
氏

は
「
我
が
賞
心
に
か
な
っ
た
も
の
」
「
自
分
が
感
動
し
た
も
の
」
と
訳

出
す
る
。
両
者
の
聞
に
は
、
「
賞
」
を
「
こ
と
」
と
と
ら
え
る
か
、
「
も

の
」
と
と
ら
え
る
か
の
相
違
が
あ
る
。
些
事
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
ヲ
」

れ
は
、
原
詩
の
「
賞
」
を
「
賞
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
」
と
解
す
る
か
、

「
賞
す
る
対
象
で
あ
る
外
界
の
物
象
」
と
解
す
る
か
の
違
い
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
「
美
」
と
な
る
も
の
が
ど
ち
ら
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に

関
わ
っ
て
い
く
。

逆
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
網
氏
・
花
房
氏
ら
は
原
詩
の
「
賞
」
を

「
賞
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
と
し
て
と
ら
え
た
が
ゆ
え
に
、
原
詩

の
「
美
」
を
「
美
」
と
そ
の
ま
ま
の
語
で
は
訳
し
が
た
く
な
り
、
「
一

番
だ
」
「
よ
ろ
し
い
」
と
意
訳
し
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。
他
方
、
森
野

氏
の
よ
う
に
「
賞
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
と
と
ら
え
れ
ば
、
そ

れ
は
そ
の
ま
ま
「
美
」
で
あ
る
と
し
て
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
森
野

氏
と
同
じ
立
場
を
取
る
の
が
、
前
掲
し
た
『
訳
注
』
や
王
氏
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
『
訳
注
』
は
、
「
山
水
・
草
木
・
魚
鳥
」
「
閑
花
小
草
」
と
、

具
体
的
に
「
も
の
」
の
名
称
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

原
詩
の
「
賞
」
は
「
こ
と
」
な
の
か
、
「
も
の
」
な
の
か
。
じ
つ
は

こ
の
点
が
、
五
臣
に
先
ん
ず
る
李
普
の
釈
文
を
理
解
す
る
上
で
も
重

要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
こ
で

は
注
意
を
喚
起
す
る
に
止
め
、
ひ
と
ま
ず
以
上
三
章
に
辿
っ
た
、
先

行
す
る
解
釈
の
要
点
を
、
以
下
に
ま
と
め
て
お
と
う
。



一
、
「
斤
竹
澗
」
詩
の
第
十
九
匂
目
「
情
用
賞
矯
美
」
に
つ
い
て
、
該

句
を
「
A
用
B
震
C
」
と
置
き
換
え
れ
ば
、
五
臣
以
来
一
貫
し

て
B
H
C型
の
句
構
造
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

二
、
第
一
字
国
の
「
情
」
は
、
五
臣
注
以
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
き

て
い
な
い
。
例
外
的
に
葉
笑
雪
氏
が
「
入
神
地
」
、
『
訳
注
』
が

「
真
情
」
、
玉
令
樹
氏
が
「
清
志
」
と
解
し
、
プ
ラ
ス
に
価
値
づ

竹
け
ら
れ
た
言
葉
と
す
る
。
た
だ
し
『
訳
注
』
は
そ
の
た
め
に
該

日
句
の
初
二
字
を
倒
置
す
る
。

考
三
、
第
三
字
国
の
「
賞
」
は
、
「
賞
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
か
、

J
 
世
間
「
賞
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
か
、
と
い
う
分
岐
が
生
じ
て

以
い
る
。
「
賞
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
で
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

J

が
「
美
」
と
な
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
と
い
う
問
題
も
惹
起

臓

す

る

。

位
四
、
第
三
字
目
の
「
賞
」
が
「
こ
と
」
で
あ
る
に
せ
よ
「
も
の
」
で

而
あ
る
に
せ
よ
、
な
に
を
「
賞
」
す
る
か
と
い
う
点
で
も
分
岐
が

砿
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
自
然
の
山
水
」
「
山
水
・
草
木
・
魚
鳥
」
と

鮪
す
る
説
と
、
「
忠
誠
」
「
深
厚
友
誼
」
と
す
る
説
で
あ
る
。
小
稿

閣
は
、
第
一
義
的
に
は
前
者
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
小

注
稿
第
二
章
の
「
七
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
該
句
は
「
斤
竹
澗
」
詩

容
全
篇
四
段
落
の
う
ち
の
最
終
段
落
の
胃
頭
に
当
た
り
、
第
二
段

落
目
の
「
山
水
欣
賞
」
と
第
三
段
落
自
の
「
「
山
阿
人
」
と
交
流

し
得
ぬ
欝
屈
」
と
の
双
方
を
統
括
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
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聯
の
第
二
十
一
・
二
十
二
句
目
を
開
く
位
置
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
「
賞
」
す
る
も
の
を
、
「
山
水
」
で

は
な
く
「
忠
誠
」
「
深
厚
友
誼
」
と
す
る
後
者
の
説
を
採
る
な
ら

ば
、
第
十
九
句
目
は
、
第
三
段
落
田
を
承
け
る
に
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
全
篇
中
も
っ
と
も
長
い
第
二
段
落
目
は
、
第
二
十
一
句

目
「
翻
此
遺
物
慮
」
に
至
っ
て
よ
う
や
く
掬
い
取
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
構
成
上
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
、
第
十
九
句
自
の
持

つ
意
味
も
狭
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
後
者
の
説
は
、
「
斤
竹
澗
」
詩

を
敢
え
て
多
面
的
に
発
現
さ
せ
て
重
層
的
な
読
解
を
試
み
よ
う

と
す
る
場
合
に
可
能
と
な
る
と
こ
ろ
の
、
第
二
義
的
な
読
み
と

考
え
て
お
き
た
い
。

-J、
李
善
注
の
解
釈

(
1
)

「
事
」
と
「
翫
」

前
三
章
に
紹
介
し
た
先
行
す
る
解
釈
を
視
野
に
収
め
つ
つ
、
本
章

で
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
先
ん
ず
る
李
善
の
解
釈
を
検
討
す
る
。
李

普
は
、
「
斤
竹
澗
」
詩
の
第
十
九
・
二
十
句
自
に
は
、
何
の
典
故
も
引

用
し
な
い
。
小
稿
第
三
章
の
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
次
の
二
十
三

字
を
記
す
の
み
で
あ
る
。

言
事
無
宜
問
翫
、
而
情
之
所
賞
、
即
以
矯
美
、
此
理
幽
昧
、
誰
能

分
別
乎
。

先
述
し
た
と
お
り
、
「
此
理
」
以
下
八
字
は
第
二
十
句
自
に
対
す
る
注



2

釈
な
の
で
、
直
接
の
検
討
の
対
象
は
、
前
半
の
「
事
無
」
以
下
十
三

3

字
と
な
る
。

ま
ず
初
字
の
「
事
」
に
つ
い
て
。
『
文
選
』
の
李
善
注
に
お
い
て
、

付
注
さ
れ
た
原
文
や
引
用
さ
れ
た
典
故
に
「
事
」
字
が
含
ま
れ
る
場

合
を
除
き
、
李
普
自
身
の
釈
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
い

「
事
」
の
み
を
検
討
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
見
出
せ
る
。
行
論

の
都
合
上
、
各
例
に
番
号
を
付
し
、
付
注
さ
れ
た
原
文
を
「
」
に

括
っ
て
示
す
。
以
下
も
同
じ
。

「
於
是
采
少
君
之
端
信
、
庶
幾
大
之
貞
周
」
善
目
、
:
・
媛
大
、
見

西
都
賦
。
凡
人
姓
名
及
事
易
知
市
別
巻
重
見
者
、
云
見
某
篇
、
亦

従
省
也
。
(
「
是
に
於
い
て
少
君
の
端
信
を
釆
り
、
策
大
の
貞
固

ね
が

を
庶
う
」
善
臼
く
、
:
・
繁
大
は
、
「
西
都
賦
」
に
見
ゆ
。
凡
そ
人

の
姓
名
及
び
事
の
知
り
易
く
而
し
て
別
巻
に
重
ね
て
見
ゆ
る

は
、
「
某
篇
に
見
ゆ
」
と
云
い
、
亦
た
省
に
従
う
な
り
)
(
巻
二

張
衡
「
西
京
賦
」
注
)

「
朝
観
夕
覧
、
何
奥
書
紳
」
言
朝
夕
観
覧
図
童
、
何
如
書
紳
之
事

い
ず
れ

乎
。
(
「
朝
に
観
タ
ベ
に
覧
る
、
紳
に
書
す
る
に
何
与
ぞ
」
一
言

う
こ
こ
ろ
は
朝
夕
に
図
画
を
観
覧
す
る
は
、
書
紳
の
事
に
何
如

ぞ
、
と
)
(
巻
十
一
何
曇
「
景
福
殿
賦
」
注
)

「
鵬
遁
歎
息
、
翠
首
奮
翼
。
口
不
能
-
=
一
尺
請
釘
以
臆
」
請
以
臆
中

之
事
以
封
也
。
(
「
腕
は
遁
ち
歎
息
し
、
首
を
挙
げ
翼
を
奮
う
。
口

こ
た

に
言
う
能
わ
ざ
れ
ば
、
対
う
る
に
臆
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
請
う
」

l 2 3 

臆
中
の
事
を
以
て
以
て
対
え
ん
こ
と
を
請
う
な
り
)
(
巻
十
三

賀
誼
「
鵬
烏
賦
」
注
)

「
遵
四
時
以
歎
逝
、
脂
荷
物
而
思
紛
」
遵
、
循
也
。
循
四
時
而
歎

其
逝
往
之
事
。
(
「
四
時
に
遵
い
て
以
て
逝
く
を
歎
じ
、
荷
物
を

謄
て
思
い
紛
た
り
」
:
・
四
時
に
循
い
て
其
の
逝
往
の
事
を
歎
ず
)

(
巻
十
七
陸
機
「
文
賦
」
注
)

「
安
排
徒
空
言
、
幽
濁
頼
鳴
琴
」
言
安
排
之
事
、
空
有
斯
言
。
(
「
安

排
徒
ら
に
空
言
、
幽
濁
鳴
琴
に
頼
る
」
言
う
こ
こ
ろ
は
安

排
の
事
、
空
し
く
斯
の
吾
首
有
る
の
み
、
と
)
(
巻
二
十
二
謝
霊

運
「
晩
出
西
射
堂
」
詩
注
)

ー
は
、
「
凡
そ
」
と
冠
し
て
李
善
注
の
体
例
を
語
る
。
お
よ
そ
、
人

の
姓
名
や
事
柄
で
存
知
し
や
す
く
他
の
巻
に
重
複
し
て
あ
ら
わ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
「
某
篇
に
見
ゆ
」
と
書
し
て
説
明
を
省
略
す
る
、

と
い
う
。
ー
の
李
注
に
あ
る
「
事
」
と
は
、
『
文
選
』
所
収
作
品
に
登

場
す
る
「
人
の
姓
名
」
以
外
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
指
し
得
ょ
う
。
も

と
よ
り
例
え
ば
1
の
原
文
に
あ
る
「
於
是
」
や
「
之
」
な
ど
は
「
事
」

の
覆
う
範
囲
か
ら
外
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
定
漠

た
る
範
囲
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

2
、
3
、
4
の
「
事
」
も
同
様
で
あ
る
。

2
、
3
、
4
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
各
原
文
の
「
書
紳
」
「
臆
」
「
逝
」
が
、
注
文
で
は
「
書

紳
之
事
」
「
臆
中
之
事
」
「
逝
往
之
事
」
と
、
「
事
」
字
を
加
え
敷
街
さ

れ
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
加
え
ら
れ
た
「
事
」
は
、
し
か
し
「
書
紳
」

4 5 



「
臆
(
中
)
」
「
逝
(
往
)
」
に
、
何
か
新
た
に
実
質
的
な
意
味
を
増
し

加
え
て
い
る
の
で
も
な
げ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
狭
め
限
定
し
て

い
る
の
で
も
な
い
。
「
事
」
が
あ
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
、
意
味
の
上
で

大
き
な
変
わ
り
は
な
い
。
そ
う
し
た
事
象
が
現
出
す
る
の
は
、
「
事
」

が
積
極
的
限
定
的
な
意
味
機
能
を
担
わ
な
い
、
き
わ
め
て
延
漠
た
る

語
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

竹
同
じ
こ
と
は

5
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

5
は
謝
霊
運
の
「
晩
に
西

日
射
堂
を
出
づ
」
詩
の
最
終
聯
で
あ
る
。
そ
の
上
の
句
の
初
二
字
の
「
安

庁
排
」
が
、
注
文
で
「
安
排
之
事
」
と
四
字
に
敷
街
さ
れ
て
い
る
。
原

牒
詩
の
二
字
と
注
文
の
四
字
は
、
意
味
の
上
で
ほ
ぽ
重
な
り
合
っ
て
い

以
る
。

J

以
上
、
『
文
選
』
李
善
注
の
釈
文
に
あ
る
「
事
」
は
、
特
に
強
い
限

閥
定
性
や
色
調
を
帯
び
ず
に
、
た
だ
あ
る
霊
慌
た
る
範
囲
を
あ
ら
わ
す

舵
こ
と
ば
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

而
で
は
、
当
該
句
の
李
普
注
に
「
事
無
高
翫
」
と
あ
る
「
翫
」
は
ど

紙
う
か
。
「
翫
」
は
、
『
文
選
』
所
収
の
謝
霊
運
自
身
の
詩
に
二
例
見
え

鯛
る
。
一
例
目
は
、
「
斤
竹
澗
」
詩
と
同
じ
巻
に
収
め
ら
れ
る
「
石
門
の

市
最
高
頂
に
登
る
」
詩
で
あ
る
。
そ
の
第
八
聯
自
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

注
心
契
九
秋
幹
心
は
九
句
の
秋
を
経
る
幹
に
契
り

M

宙

望

み

つ

B

軒
目
翫
三
春
美
目
は
三
月
の
春
に
芽
ぐ
む
活
芽
を
よ
ろ
こ
ぶ

3

右
の
聯
に
つ
い
て
、
李
普
は
「
九
秋
」
と
「
三
春
」
の
典
故
を
引
く

3

の
み
で
、
「
翫
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

二
例
目
は
、
今
ま
さ
に
検
討
中
の
「
斤
竹
澗
」
詩
に
見
え
る
。
問

題
の
第
十
九
句
自
に
先
立
つ
第
五
聯
自
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

川
渚
屡
淫
復
川
の
渚
は
し
ば
し
ば
ゆ
き
つ
も
ど
り
つ

乗
流
翫
廻
縛
流
れ
に
乗
っ
て
回
転
を
た
の
し
む

と
れ
に
つ
い
て
も
、
李
善
は
「
蓬
復
」
と
「
乗
流
」
の
典
故
は
示
す

が
、
「
翫
」
に
は
言
及
し
な
い
。

さ
ら
に
、
謝
霊
運
詩
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
李
善
が
そ
れ
を
解
説

す
る
釈
文
の
中
に
「
翫
」
字
が
あ
ら
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
『
文
選
」
巻

二
十
六
所
収
の
謝
霊
運
「
彰
敷
湖
口
に
入
る
」
詩
の
第
三
聯
目
で
あ

る
。
そ
の
「
月
に
乗
じ
て
哀
抗
を
聴
き
、
露
に
温
い
て
芳
孫
を
複
ら

す
」
を
、
李
益
田
は
次
の
よ
う
な
隔
句
対
の
一
文
に
よ
っ
て
解
釈
し
て

い
る
。
言
乗
月
市
遊
、
以
聴
衷
玖
之
響
、
担
問
露
而
行
、
局
翫
芳
叢
之
複
o

s一
一
回
う
こ
こ
ろ
は
月
に
乗
じ
て
遊
び
、
以
て
哀
択
の
響
き
を
聴

き
、
露
に
湿
り
て
行
き
、
為
め
に
芳
叢
の
酪
り
を
酔
づ
、
と
)

以
上
に
挙
げ
た
謝
霊
運
の
詩
句
は
、
い
ず
れ
も
彼
の
山
水
詩
の
中
の

山
水
を
描
出
し
た
部
分
で
あ
る
。
前
二
例
か
ら
推
測
す
る
に
、
謝
霊

運
の
山
水
詩
に
出
て
く
る
「
翫
」
の
意
味
は
、
李
善
に
と
っ
て
、
こ

と
さ
ら
付
注
す
る
必
要
も
な
い
ほ
ど
自
明
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
後
一
例
の
よ
う
に
、
李
善
自
身
が
山
水
詩
句
を
敷

街
す
る
四
六
文
の
中
に
、
ご
く
自
然
に
「
翫
」
字
を
用
い
る
と
と
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。



-h

加
え
て
、
『
文
選
』
巻
二
十
四
所
収
の
張
華
「
何
勧
に
答
う
」
詩
二

5

2

む

1
い

す

ま

2
し

首
其
の
一
の
第
九
聯
目
「
耳
を
属
け
て
mm
の
鳴
く
を
聴
き
、
目
を
流

ち
さ
き
さ
か
な

Anv
め

し
て
俄
魚
を
翫
づ
」
に
対
し
、
李
善
は
「
翫
は
、
猶
お
悦
ぶ
の
ご
と

き
な
り
」
と
付
注
し
て
い
る
。
こ
れ
を
併
せ
考
え
て
も
、
「
斤
竹
澗
」

詩
と
い
う
謝
霊
運
の
山
水
詩
を
解
説
す
る
に
際
し
て
李
善
が
用
い
た

「
翫
」
は
、
「
山
水
を
悦
ぶ
」
「
山
水
を
欣
賞
す
る
」
意
味
で
あ
る
可
能

性
が
相
当
に
高
い
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
李
善
の
注
釈
に
お
け
る
「
事
」
と
「
翫
」
を
検
討
し
て
き

た
。
「
斤
竹
澗
」
詩
第
十
九
句
目
に
対
す
る
李
善
注
「
事
無
高
翫
、
而

情
之
所
賞
、
即
以
矯
美
」
の
初
四
字
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
事
柄
に
す

ぐ
れ
た
欣
賞
は
無
い
が
」
と
な
ろ
う
が
、
さ
ら
に
「
事
」
字
の
内
包

す
る
意
味
限
定
性
の
弱
さ
や
意
味
範
囲
の
廷
漠
性
、
ま
た
「
翫
」
字

と
山
水
詩
句
と
の
結
び
つ
き
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
試

訳
が
許
さ
れ
よ
う
。
「
い
っ
た
い
に
(
山
水
に
対
す
る
)
す
ぐ
れ
た
欣

貨
の
仕
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
」
。

七

李
善
注
の
解
釈

(
2

「所」

続
い
て
、
「
斤
竹
澗
」
詩
第
十
九
句
自
に
対
す
る
李
普
注
の
「
情
之

所
賞
」
を
検
討
す
る
。
こ
の
四
字
の
眼
目
は
「
所
」
字
の
解
釈
で
あ

ろ
う
。
と
い
う
の
も
こ
れ
は
、
小
稿
第
五
章
で
の
検
討
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
た
と
こ
ろ
の
、
原
詩
の
「
賞
」
を
「
賞
」
す
る
「
こ
と
」
そ

れ
自
体
と
解
す
る
か
、
そ
れ
と
も
「
賞
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」

と
解
す
る
か
、
と
い
う
分
岐
に
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

直
後
に
動
詞
が
接
続
す
る
形
で
用
い
ら
れ
る
「
所

1
」
の
語
は
、

「
ー
す
る
こ
と
」
と
「
ー
す
る
対
象
の
も
の
」
と
の
両
様
の
意
を
持
つ
。

「所

1
」
の
合
意
に
つ
い
て
、
一
応
の
目
安
と
し
て
「
漢
語
大
詞
典
』

か
ら
引
用
す
る
こ
と
を
お
恕
し
頂
く
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
「
所
用
」
の

項
に
は
「
①
使
用
、
任
用
」
、
「
②
需
用
之
物
」
の
両
意
が
あ
る
。
①

に
は
、
唐
の
韓
愈
の
「
子
褒
陽
に
与
う
る
書
」
に
記
さ
れ
る
子
氏
へ

の
賛
辞
「
巻
静
不
随
乎
時
、
文
武
唯
其
所
用
(
身
の
処
し
方
は
時
世

に
迎
合
せ
ず
、
文
と
武
と
の
才
能
を
ひ
た
す
ら
用
い
て
お
ら
れ
ま

す
)
」
が
、
②
に
は
、
『
水
論
伝
』
第
四
回
に
あ
る
「
越
員
外
」
の
一
言

葉
「
一
路
所
用
、
小
子
自
首
準
備
(
必
要
な
す
べ
て
は
、
わ
た
く
し

が
用
意
致
し
ま
す
)
」
が
挙
例
さ
れ
て
い
る
。
①
は
「
用
い
る
こ
と
」

で
あ
り
、
②
は
「
用
い
る
対
象
で
あ
る
も
の
」
と
解
し
う
る
。
た
だ

挙
例
の
文
を
見
る
限
り
で
は
、
「
所
用
」
の
①
の
例
も
「
用
」
い
ら
れ

る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
を
指
す
と
解
す
る
と
と
も
で
き
そ
う
で
は

あ
る
が
、
し
か
し
「
用
」
い
る
「
と
と
」
と
い
う
解
が
排
除
さ
れ
得

な
い
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
『
文
選
』
の
李
普
注
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
前
章
の
よ
う
に

李
善
の
注
文
で
、
典
故
の
引
用
や
原
作
の
重
複
で
は
な
い
、
李
善
自

身
の
釈
文
に
あ
る
「
所
」
を
検
討
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ

ら
れ
る
。



諸
引
文
語
、
皆
拳
先
以
明
後
、
以
示
作
者
必
有
所
祖
述
也
。
(
諸

ろ
の
引
く
文
の
証
は
、
皆
な
先
を
挙
げ
以
て
後
を
明
ら
か
に
し
、

以
て
作
者
に
必
ず
但
述
す
る
所
有
る
を
示
す
な
り
)
(
巻
一
班

固
「
雨
都
賦
序
」
注
)

是
詩
、
公
子
実
斯
所
作
也
。
(
是
の
詩
、
公
子
袋
斯
の
作
る
所
な

り
)
(
同
右
)

竹

3

「
於
是
欽
柴
宗
祈
、
燦
窯
皇
天
」
普
目
、
恭
敬
熔
柴
、
尊
崇
所

日
祈
也
。
(
「
是
に
於
い
て
欽
柴
し
宗
祈
し
、
皇
天
に
燦
蒸
す
」
善

月
日
く
、
恭
敬
し
て
矯
柴
し
、
祈
る
所
を
尊
崇
す
る
な
り
)
(
巻
七

隈
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
注
)

似

4
「
集
噴
勃
以
布
覆
守
、
乍
跨
蹴
以
狼
一
戻
」
跨
献
、
言
其
磐
跨
立
、

I

如
有
所
瞭
錫
也
。
(
「
気
噴
勃
し
て
以
て
布
覆
し
、
乍
ち
跨
源

開
し
て
以
て
狼
戻
す
」
時
脈
は
、
其
の
声
の
時
立
す
る
こ
と
、
蹴

捻
煽
す
る
所
有
る
が
如
き
を
言
う
な
り
)
(
巻
十
八
馬
融
「
長
笛

而

賦

」

注

)

低

1
は
、
李
善
が
自
ら
の
注
の
体
例
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
典
故

鯛
の
引
用
は
、
す
べ
て
先
行
例
を
挙
げ
て
、
作
者
に
祖
述
す
る
対
象
が

嘩
あ
る
こ
と
を
示
す
、
と
い
う
。
「
所
祖
述
」
と
は
、
「
祖
述
」
す
る
そ

注
の
対
象
で
あ
ろ
う
。

軒

2
の
「
所
作
」
も
、
「
公
子
柔
斯
」
が
「
作
」
っ
た
対
象
で
あ
り
、
文

中
の
語
で
言
え
ば
「
是
の
詩
」
に
当
た
る
。

3
の
「
尊
崇
所
祈
」
は
、

3

原
文
一
句
自
に
あ
る
「
宗
祈
」
を
説
明
し
た
動
賓
構
造
の
句
と
考
え

l 2 

ら
れ
る
。
「
所
祈
」
は
「
祈
」
る
対
象
で
、
原
文
二
句
自
に
「
皇
天
に

燦
議
す
」
と
あ
る
「
皇
天
」
を
指
し
て
い
よ
う
。

以
上
ー
か
ら
3
ま
で
の
「
所

i
」
は
、
す
べ
て
「

1
」
す
る
対
象

で
あ
る
「
も
の
」
を
指
す
語
と
解
さ
れ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
李

普
注
の
中
の
、
李
普
自
身
の
釈
文
と
判
断
さ
れ
る
部
分
に
あ
る
「
所

1
」
は
、
右
の
ー
か
ら
3
ま
で
の
例
の
よ
う
に
、
「

1
」
す
る
対
象
で

あ
る
「
も
の
」
を
指
す
場
合
が
多
い
。
し
か
し
中
に
、
「

i
」
す
る
「
こ

と
」
そ
れ
自
体
を
あ
ら
わ
す
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
4
の
「
疎
陽
す
る
所
有
る
が
如
し
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

旦
封
筒
の
音
が
「
時
服
」
す
る
と
い
う
原
文
二
句
自
の
表
現
を
解
説
し

て
、
笛
の
音
色
を
人
の
足
取
り
に
た
と
え
て
い
る
。
原
文
一
句
目
は

「
気
噴
勃
し
て
以
て
布
覆
し
」
で
あ
り
、
笛
の
音
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
広
い
音
域
を
カ
ヴ
ァ
す
る
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
。
続
く
対
句
の
「
乍

ち
時
脈
し
て
以
て
狼
戻
す
」
は
、
対
照
的
に
、
同
じ
音
や
旋
律
を
繰

り
返
す
さ
ま
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
注
文
の
「
蹴
腸
す
る
所

有
る
が
如
し
」
と
は
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
足
踏
み
を
し
て
い
る
よ
うf
 

だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
「
所
蹴
陽
」
と
は
、
「
脈

ぷ
み煽
」
す
る
そ
の
「
乙
と
」
自
体
を
意
味
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
も

あ
し

Z

し
も
か
り
に
「
所
蹴
陽
」
を
「
瞭
賜
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
で

あ
し
ぷ
み

あ
る
と
す
る
な
ら
、
「
所
瞭
錫
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
陳
腐
」
し
て
い

る
場
所
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
文
脈
上
通
じ
な
い
。

右
の
よ
う
に
、
李
善
注
に
お
け
る
李
善
自
身
の
釈
文
と
見
ら
れ
る



6

部
分
の
「
所

1
」
に
は
、
「

i
」
す
る
「
こ
と
」
を
意
味
す
る
例
が
、

3

少
数
で
は
あ
る
が
認
め
ら
れ
る
。
で
は
、
『
文
選
』
所
収
の
謝
霊
逮
詩

に
対
す
る
李
善
注
に
お
い
て
は
、
ど
う
で
あ
る
の
か
。

じ
つ
は
、
謝
詩
に
対
す
る
李
注
の
、
李
善
自
身
の
釈
文
と
見
ら
れ

る
部
分
に
お
い
て
、
「
所
l
」
の
登
場
す
る
回
数
は
、
他
の
作
家
の
作

品
に
お
け
る
場
合
よ
り
も
多
い
。
そ
れ
は
、
謝
詩
に
対
す
る
李
注
の

釈
文
の
字
数
が
、
他
の
作
家
に
対
す
る
そ
れ
よ
り
も
多
い
こ
と
、
す

な
わ
ち
母
数
そ
れ
自
体
の
相
対
量
が
多
い
こ
と
、
に
も
起
因
し
て
い

る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
ほ
か
な
ら
ぬ
謝
詩
が
、
単
な
る
典
故

の
提
示
だ
け
で
は
と
て
も
読
み
解
き
得
な
い
ほ
ど
の
、
複
雑
な
構
造

と
難
解
な
表
現
を
備
え
て
い
る
乙
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

通
常
は
典
故
の
指
摘
の
み
に
禁
欲
し
て
い
る
言
葉
少
な
い
李
善
が
、

こ
と
謝
詩
に
関
し
て
は
、
敢
え
て
み
ず
か
ら
説
明
を
買
っ
て
出
ざ
る

を
得
な
い
事
態
に
至
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
謝
詩
に

対
す
る
李
普
の
釈
文
に
「
所

i
」
が
あ
ら
わ
れ
る
例
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
「
玉
璽
戒
誠
信
、
黄
展
示
崇
高
。
事
潟
名
教
用
、
選
以
神
理
超
」

言
上
二
事
乃
局
名
教
之
所
用
、
市
其
至
道
、
是
神
理
而
超
然
也
。

(
「
玉
璽
誠
信
を
戒
め
、
賛
屋
崇
高
を
示
す
。
事
は
名
教
の

為
め
に
用
い
ら
れ
、
道
は
神
理
を
以
て
超
ゆ
」
言
う
と
こ
ろ
は

上
の
二
事
は
乃
ち
名
教
の
用
う
る
所
為
る
も
、
其
の
至
道
は
、
定

に
神
理
に
し
て
超
然
た
る
な
り
、
と
)
(
巻
二
十
二
「
従
遊
京

5 

口
北
国
臆
詔
」
詩
注
)

「
孤
遊
非
情
欺
、
賞
膝
理
誰
適
」
号
一
同
己
孤
遊
、
非
情
所
歎
、
而
賞

心
若
腰
、
葱
理
誰
魚
道
乎
。
(
「
孤
遊
情
の
歎
ず
る
に
非
ず
、
賞

廃
さ
ば
理
誰
か
通
ぜ
ん
」
一
盲
う
と
こ
ろ
は
己
の
孤
遊
は
、

情
の
歎
く
所
に
非
ざ
る
も
、
賞
心
若
し
廃
さ
ば
、
夜
の
理
誰

か
為
め
に
通
ぜ
ん
や
、
と
)
(
巻
二
十
二
「
於
南
山
往
北
山
経

湖
中
陪
眺
」
詩
注
)

「
結
念
腐
甲
骨
漢
、
孤
景
莫
輿
設
」
言
所
思
念
、
抽
堪
若
寄
漢
、
孤
影

狽
慮
、
莫
輿
忘
憂
。
(
「
結
ぽ
る
る
念
い
は
容
漢
に
属
き
、
孤
り

な
る
景
は
与
に
設
る
る
莫
し
」
号
一
同
う
こ
こ
ろ
は
思
念
す
る
所

は
、
遡
か
に
害
漢
の
若
く
、
孤
影
の
み
独
り
処
り
、
与
に
憂
い

を
忘
る
る
莫
し
、
と
)
(
巻
三
十
「
石
門
新
管
所
住
、
四
面
高

山
、
週
渓
石
瀬
、
惰
竹
茂
林
」
詩
注
)

「
感
往
慮
有
復
、
理
来
情
無
存
」
言
悲
感
己
往
、
而
天
蕎
紛
錯
、

故
慮
有
週
復
、
妙
理
若
来
、
而
物
我
倶
喪
、
故
情
無
所
存
。
(
「
感

往
き
て
慮
の
復
る
有
り
、
理
来
り
て
情
の
存
す
る
無
し
」

言
う
こ
こ
ろ
は
悲
感
己
に
往
か
ば
、
天
寿
紛
錯
す
、
故

に
慮
に
週
復
す
る
有
り
、
妙
理
若
し
来
ら
ば
、
物
我
倶
に

な喪
し
、
故
に
情
に
存
す
る
所
無
し
、
と
)
(
向
右
)

5
の
「
名
教
之
所
用
」
は
、
引
用
文
に
あ
る
と
お
り
「
上
の
ご
事
」
の

こ
と
で
あ
り
、
原
詩
の
「
事
国
同
名
教
用
」
の
直
前
に
位
置
す
る
聯
「
玉

誠
信
を
戒
め
、
黄
屋
崇
高
を
示
す
」
の
「
玉
墜
」
と
「
黄
屋
」

6 7 8 璽



と
を
指
す
。
両
者
は
、
原
詩
に
も
、
そ
れ
を
襲
う
注
で
も
「
事
」
と

称
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
「
用
」
い
ら
れ
る
対
象
で
あ
る
「
も

の
」
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

6
で
は
、
「
己
れ
の
孤
遊
は
、
情
の
歎
く
所

に
非
ず
」
と
、
「
孤
遊
」
が
「
情
の
歎
く
」
対
象
で
は
な
い
、
と
い
う
。

「
所
歎
」
は
、
「
歎
」
く
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
と
判
断
さ
れ
る
。

7

で
は
、
「
思
念
す
る
所
」
が
「
遡
か
に
害
漢
の
若
く
、
孤
影
の
み
独
り

間
処
り
」
と
あ
る
。
お
の
れ
の
傍
ら
に
思
慕
す
る
相
手
が
い
な
い
と
と

“
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
思
念
」
す
る
「
こ
と
」
自
体
が
は

沖
る
か
「
郡
鹿
」
に
遠
く
懸
げ
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
思
念
」
す

触
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
、
こ
こ
で
は
「
人
」
が
、
自
分
と
は
る
か
に

以
懸
け
離
れ
て
い
る
意
、
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

日J

以
上
の
三
例
で
は
、
「
所

1
」
が
「

1
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」

耐
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
8
は
ど
う
か
。
注
の
「
情

限
無
所
存
」
を
か
り
に
、
「
惰
」
の
中
か
ら
、
そ
こ
に
「
存
」
す
る
対
象

而
で
あ
る
な
に
「
も
の
」
か
が
「
盤
亡
く
な
る
意
、
と
し
て
み
よ
う
。
す

翫
る
と
そ
れ
は
、
該
注
が
解
釈
し
て
い
る
原
詩
句
の
「
理
来
た
り
て

つい

同
情
の
存
す
る
無
し
」
と
組
簡
を
来
す
。
な
ぜ
な
ら
、
該
句
と
対
を
な

嘩
す
「
感
往
き
て
慮
の
復
る
有
り
」
の
下
三
字
が
、
注
に
「
慮
に

往
泡
復
す
る
有
り
」
と
説
明
さ
れ
る
と
お
り
、
「
慮
い
が
よ
み
が
え
る
」

李
意
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
と
同
じ
構
造
を
持
つ
「
情
の
存
す
る
無

し
」
は
、
(
理
が
や
っ
て
く
る
の
で
)
「
情
が
存
在
し
な
く
な
る
」
意

で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
情
」
の
中
か
ら
、
そ
こ
に
「
存
」
す
る
な

37 

に
「
も
の
」
か
が
「
無
」
く
な
る
の
で
は
な
い
。
「
情
」
そ
れ
自
体
が

「
無
」
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
注
に
あ
る
「
所
存
」
も
、

「
存
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
で
は
な
く
、
「
存
」
す
る
「
こ
と
」

そ
れ
自
体
を
指
す
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
い
は
次
の
よ
う
に
分
析
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
原
詩
の
「
感

往
」
聯
に
付
さ
れ
た
李
善
注
に
留
意
す
る
な
ら
、
そ
こ
で
は
、
「
言
」

字
を
除
く
「
悲
感
」
以
下
の
六
句
二
十
八
字
が
、
以
下
の
よ
う
に
三

句
十
四
字
ご
と
の
隔
句
対
を
形
成
し
て
い
る
。

悲
感
巴
往
、
市
夫
蕎
紛
錯
、
故
慮
有
泡
復
、

妙
理
若
来
、
市
物
我
倶
喪
、
故
情
無
所
存
。

第
三
句
目
の
「
故
に
慮
い
に
週
復
す
る
有
り
」
に
対
応
す
る
の
が
、
最

終
句
の
「
故
に
情
に
所
存
す
る
無
し
」
で
あ
る
。
ゆ
え
に
「
迦
復
」
に

対
応
す
る
こ
と
ば
は
、
「
所
存
」
と
な
る
。
「
週
復
」
は
類
義
複
合
語

で
あ
る
。
な
ら
ば
「
所
存
」
も
、
「
週
復
」
と
相
似
た
語
構
成
の
「
存

在
」
「
遺
存
」
等
と
同
様
の
合
意
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ

ば
「
所
存
」
は
、
「
存
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
こ
と

に
な
る
、
と
。

要
す
る
に
い
ず
れ
の
方
向
か
ら
考
え
て
も
、

8
の
「
所
存
」
は
、
前

掲
し
た
4
の
馬
融
「
長
笛
賦
」
に
対
す
る
李
善
注
の
「
所
蹴
陽
」
が

あ
し
ぷ
み

「
瞭
腸
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
と
解
さ
れ
た
の
と
同
じ
く
、
「
存
」

す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
文
選
』
に
は
さ
ら
に
も
う
一
箇
所
、
興
味
深
い
「
所

1
」
が
あ
る
。
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そ
れ
は
李
善
自
身
の
釈
文
の
中
に
で
は
な
く
、
原
文
と
、
お
よ
び
そ

れ
に
つ
い
て
引
用
さ
れ
た
典
故
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
が
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
ほ
か
で
も
な
い
、
小
稿
が
今
ま
さ
に
検

討
し
て
い
る
「
斤
竹
澗
」
詩
の
、
最
終
句
な
の
で
あ
る
。

「
貌
此
遺
物
慮
、
一
悟
得
所
遺
」
郭
象
荘
子
注
目
、
勝
大
不
類
、

莫
若
無
心
。
既
遺
是
非
、
又
遺
其
所
遣
、
遺
之
以
至
於
無
遣
。
然

後
無
所
不
遺
、
市
是
非
去
也
。
(
「
此
れ
を
観
て
物
慮
を
遣
れ
、
一

悟
に
し
て
遺
る
所
を
得
た
り
」
郭
象
荘
子
注
に
臼
く
、
将
に
大

い
に
類
ざ
ら
ん
と
せ
ば
、
無
心
に
若
く
は
莫
し
。
既
に
是
非
を

遺
り
、
又
た
其
の
遣
る
所
を
遺
り
、
こ
れ
を
遺
り
以
て
遺
る
無

き
に
至
る
。
然
る
後
に
遺
ら
ざ
る
所
無
く
し
て
、
是
非
去

る
な
り
)

原
詩
の
「
一
悟
に
し
て
遣
る
所
を
得
」
の
「
所
遣
」
に
着
目
さ
れ
た

い
。
「
所
遺
」
を
か
り
に
、
「
遣
」
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
を
意
味

す
る
、
と
し
て
み
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
「
遺
る
所
を
得
」
と
は
、
「
遺
」

る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
を
、
「
得
」
た
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ

ま
り
、
せ
っ
か
く
そ
の
「
も
の
」
を
「
遺
」
っ
た
の
に
、
そ
の
「
も
の
」

を
再
び
「
得
」
た
、
取
り
戻
し
た
、
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
で
は
原
詩
の
文
脈
上
矛
盾
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
該
句
の
説
明

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
典
故
と
も
食
い
違
う
。

典
故
の
郭
象
『
荘
子
回
』
に
は
「
其
の
遺
る
所
を
遣
る
」
「
以
て
遣

る
無
き
に
至
る
」
「
遺
ら
ざ
る
所
無
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
遺

る
無
き
に
至
る
」
ま
で
徹
底
的
に
「
遺
」
る
と
い
う
意
で
あ
る
。
決

し
て
「
遺
」
っ
た
「
も
の
」
を
「
得
」
る
と
い
う
意
で
は
あ
り
得
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
注
文
が
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
原
詩
の

「
所
遺
」
も
、
「
遺
」
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
で
は
な
く
、
「
遺
」
る

と
い
う
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
原

詩
の
「
一
悟
に
し
て
遣
る
所
を
得
」
と
は
、
「
ひ
と
た
び
悟
っ
て
遺
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
典
故
の
郭
象
注
の
「
既
に

是
非
を
遺
り
、
又
た
其
の
遺
る
所
を
遺
る
」
も
、
「
是
非
を
遣
っ
た
上

に
、
さ
ら
に
遺
る
と
い
う
そ
の
こ
と
自
体
を
も
遺
る
」
と
い
う
意
で

あ
る
こ
と
は
言
を
須
た
な
い
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
所
遺
」
と
は
、

「
遣
」
る
と
い
う
そ
の
「
こ
と
」
自
体
を
意
味
し
て
い
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
『
文
選
』
所
収
の
謝
霊
運
詩
や
他
の
作
品
に
お

い
て
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
李
善
自
身
の
文
章
の
中
に
、
「
所

1
」
と
い

う
構
造
で
、
「
l
」
す
る
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
で
は
な
く
「

i
」
す

る
「
と
と
」
そ
れ
自
体
を
あ
ら
わ
す
語
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
確
か

め
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
『
文
選
』
所
収
の
謝
詩
そ
れ
自
身
に
お
い
て
も
、

「
1
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
と
解
さ
な
け
れ
ば
意
味
の
還
じ
な
い

「所

1
」
構
造
の
語
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
斤
竹
澗
」
詩
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
該
詩
第
十
九
匂
目
を
解
釈
し
た
李
普
の
「
情
之

所
賞
」
も
、
「
賞
」
さ
れ
た
対
象
で
あ
る
「
も
の
」
で
は
な
く
、
「
貨
」

す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
で



あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
事
無
高
翫
」
に
続
く
「
而
情
之
所
賞
、
即
以

矯
美
」
は
、
「
い
っ
た
い
に
(
山
水
に
対
す
る
)
す
ぐ
れ
た
欣
賞
の
仕

方
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
」
に
続
い
て
「
し
か
し
情
が
賞
す
る
こ

と
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
ま
ま
美
と
な
る
」
と
訳
し
う
る
、
と
結
論
づ

け
ら
れ
よ
う
。

J々f
 
佐考

前
章
で
、
「
斤
竹
澗
」
詩
の
第
十
九
句
自
に
対
す
る
李
善
の
解
釈
「
事

」一
問
無
宜
向
翫
、
市
情
之
所
賞
、
即
以
矯
美
」
十
三
字
を
訳
出
し
た
。
し
か

以
し
そ
れ
で
も
問
題
は
残
る
。
最
末
字
の
「
美
」
の
解
釈
で
あ
る
。
「
情
」

日J

が
「
賞
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
が
「
美
」
で
あ
る
/
に
な
る
、
と

閣
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

R
 
取
第
四
章
に
記
し
た
よ
う
に
、
第
十
九
句
目
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
元

而
の
劉
履
の
「
夫
情
以
賞
適
局
美
」
を
承
げ
て
、
内
田
氏
・
網
氏
が
「
す

翫
べ
て
心
に
か
な
う
こ
と
が
よ
ろ
し
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
」
、
斯
波

輔
氏
・
花
房
氏
が
「
思
え
ば
、
楽
し
み
と
い
う
も
の
は
、
心
に
適
う
こ

嘩
と
が
一
番
だ
」
と
訳
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
原
詩
の
「
賞
」
及
び

註
李
普
の
解
釈
の
「
所
賞
」
や
劉
履
の
「
貸
適
」
を
、
「
賞
」
す
る
対
象

軒
で
あ
る
「
も
の
」
で
は
な
く
、
「
賞
」
す
る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
で
あ

る
と
、
適
確
に
把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
「
美
」
で
あ
る
と

は
、
日
本
語
と
し
て
訳
し
難
か
っ
た
た
め
か
、
原
詩
の
「
美
」
字
お

八

む
す
び
に
か
え
て
|
|
李
善
の
釈
文
の
真
意
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よ
び
李
善
や
劉
田
胞
の
解
釈
に
も
あ
る
「
美
」
字
を
、
そ
の
ま
ま
で
は

生
か
し
切
れ
ず
に
、
「
よ
ろ
し
い
」
「
一
番
だ
」
と
置
き
換
え
て
い
た
。

け
れ
ど
も
、
「
情
之
所
賞
、
即
以
矯
美
」
を
、
「
情
が
賞
す
る
こ
と

そ
れ
自
体
が
、
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
美
で
あ
る
/
と
な
る
」
と
解
す

る
の
は
、
本
当
に
不
都
合
な
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
以
来
の
検
討
か

ら
、
こ
の
「
賞
」
が
山
水
の
欣
貨
を
意
味
す
る
こ
と
は
ほ
ぽ
動
か
な

い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
右
の
八
字
は
、
情
が
山
水
を
欣
賞
す
る
状
態

に
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
美
で
あ
る
/
と
な
る
、
と
言

い
換
え
得
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
散
文
的
に
噛
み
砕
く
な
ら
ば
、
情
が

山
水
を
欣
賞
す
る
状
態
に
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
美
で
は
な
い
が
、
情

が
山
水
を
欣
賞
す
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
美
に
な
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
情
一
般
で
は
な
く
、
情
が
特
定
の
方
向
に
は
た
ら
い

て
い
る
状
態
、
情
の
、
あ
る
特
別
な
状
態
が
美
で
あ
る
、
と
い
う
と

と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
小
稿
の
第
二
章
の
「
六
」
に
記
し
、
前
稿
の
結
論
部
分

に
も
提
示
し
た
、
次
の
解
釈
と
ほ
ぽ
同
意
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
と
す
れ
ば
、
謝
詩
第
十
九
句
目
「
情
用
賞
馬
美
」
は
、
元

来
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
、
し
か
し
修
行
中
の
身
に
は
依
然
存
在

す
る
「
情
」
が
、
「
賞
」
す
な
わ
ち
山
水
欣
賞
に
よ
っ
て
、
「
美
」

す
な
わ
ち
慧
遠
や
宗
痢
の
記
す
「
化
」
さ
れ
「
潔
」
ら
か
に
さ

れ
た
状
態
に
な
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
意
味
に
取
り
得
る
。

「
情
」
と
は
本
来
存
在
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
そ
の
意
味
で
は
悪
し
き



。
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
い
ま
だ
悟
り
得
ぬ
た
め
輪
廻
を

4

繰
り
返
す
身
に
と
っ
て
、
「
情
」
は
存
在
す
る
。
そ
の
者
が
山
水
を
欣

賞
す
る
。
そ
の
と
き
、
彼
の
「
情
」
は
そ
の
ま
ま
「
美
」
と
な
る
。
も

と
よ
り
あ
り
う
べ
き
境
地
と
は
、
「
情
」
が
本
来
の
無
と
な
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
そ
と
ま
で
到
り
得
ぬ
者
に
と
っ
て
、
そ
の
と
き
そ
の

場
の
「
情
」
だ
け
は
、
よ
り
望
ま
し
い
方
向
に
浄
化
さ
れ
る
の
で
あ

ヲ@。
原
詩
の
「
賞
」
を
、
李
善
が
「
所
賞
」
と
言
い
換
え
て
「
賞
」
す

る
「
こ
と
」
そ
れ
自
体
と
解
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
限
り
、
李
普

の
第
十
九
句
目
へ
の
解
釈
は
、
お
そ
ら
く
右
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

し
か
し
第
三
章
に
記
し
た
よ
う
に
、
五
臣
は
そ
こ
か
ら
、
右
の
如

く
重
大
な
意
味
を
含
ん
で
い
た
は
ず
の
「
情
」
字
を
、
省
き
去
っ
た
。

加
え
て
、
「
情
」
が
、
で
は
な
く
「
賞
」
す
る
対
象
が
「
美
」
と
な
る

と
い
う
傾
き
の
解
釈
を
、
示
し
た
。
五
臣
以
後
の
解
釈
は
お
お
む
ね

こ
れ
を
襲
い
、
「
情
」
字
を
無
視
す
る
か
閑
却
す
る
方
向
で
施
さ
れ
続

け
て
き
た
。

前
世
紀
半
ば
に
葉
笑
雪
氏
が
「
情
」
を
「
入
神
地
」
と
す
る
解
釈

を
示
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
多
く
見
逃
さ
れ
、
前
世
紀
末
に
至
っ
て

よ
う
や
く
、
「
情
」
字
に
着
目
し
た
解
釈
が
再
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し

そ
れ
ら
は
、
葉
氏
の
「
入
神
地
」
を
承
け
て
「
情
」
を
「
真
情
」
「
清

志
」
と
置
き
換
え
、
「
情
」
を
「
ま
ご
こ
ろ
」
と
プ
ラ
ス
価
値
に
と
ら

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
解
釈
は
お
そ
ら
く
、
近
代
の
人
間

中
心
主
義
的
な
思
考
の
枠
組
み
か
ら
出
て
い
よ
う
。
「
情
」
を
大
事
な

も
の
と
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
考
の
枠
組
み
か
ら
、

「
情
」
は
本
来
存
在
し
得
な
い
と
す
る
発
想
は
生
じ
が
た
い
。

し
か
し
近
代
的
な
思
考
の
枠
組
み
を
、
五
世
紀
の
謝
霊
還
や
七
世

紀
の
李
善
に
、
そ
の
ま
ま
当
て
般
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
情
」
と

は
じ
つ
は
本
来
存
在
し
な
い
、
望
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
前
提

の
も
と
に
、
そ
の
「
情
」
が
、
山
水
を
欣
賞
す
る
と
き
に
、
例
外
的

に
品
開
化
さ
れ
て
「
美
」
と
な
る
。
謝
霊
運
や
李
善
は
、
お
そ
ら
く
そ

う
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
思
考
の
前
提
部
分
を
形

作
る
の
は
、
謝
霊
運
や
李
善
の
時
代
の
仏
教
的
な
思
念
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
そ
う
し
た
思
念
は
、
こ
と
謝
霊
運
「
斤
竹
澗
」
詩
第
十
九
句
目

を
解
釈
す
る
際
に
は
、
五
百
以
来
ほ
と
ん
ど
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
乙

な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

謝
霊
運
「
斤
竹
澗
」
詩
第
十
九
匂
自
に
付
さ
れ
た
李
善
の
十
三
字

は
、
現
代
の
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
き
わ
め
て
舌
足
ら
ず
で
わ
か
り
に

く
い
。
碩
学
に
し
て
寡
黙
な
李
善
は
決
し
て
、
誰
に
で
も
容
易
に
納

得
で
き
る
よ
う
に
詳
説
し
て
く
れ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
当

時
の
「
情
」
に
対
す
る
思
念
や
「
所

1
」
の
用
法
を
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
李
善
の
十
三
字
は
、
原
詩
の
合
意
に
ぴ
た
り
と
即
し
つ
つ
、
そ

れ
を
自
ら
の
こ
と
ば
で
言
い
換
え
た
、
李
普
自
身
に
と
っ
て
は
あ
ま

り
に
も
自
明
な
一
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
稿
は
、
そ
の
李



議
口
の
乙
と
ば
の
真
意
を
、
今
一
度
蘇
ら
せ
た
い
と
い
う
、

な
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
さ
や
か

註
(
1
)

「
猿
鳴
誠
知
曙
、
谷
幽
光
宋
願
。
巌
下
雲
方
合
、
花
上
露
猶
法
。
遼

の
迩
傍
隈
限
、
若
漣
捗
陸
幌
。
過
澗
既
腐
急
、
登
桟
亦
陵
縮
。
川
渚
屡
淫

酎
復
、
乗
流
翫
廻
料
。
務
訴
詑
沈
深
、
菰
蒲
冒
清
浅
。
企
石
抱
飛
泉
、
警

f

林
摘
葉
巻
。
想
見
山
阿
人
、
静
聴
若
在
眼
。
握
蘭
勤
徒
結
、
折
麻
心
莫

い
よ
展
。
情
用
賞
矯
美
、
事
昧
寛
誰
緋
。
翻
此
遺
物
慮
、
一
悟
得
所
遺
」
。
尤

撲
衰
本
『
文
選
』
(
石
門
岡
書
有
限
公
司
影
宋
本
一
九
七
六
年
)
に
よ

此
る
。
以
下
も
該
本
と
足
利
学
校
誠
明
州
刊
本
(
人
民
文
学
出
版
社
二

即

O
O八
年
影
宋
本
)
に
よ
る
。

氏
(
2
)

台
湾
大
皐
・
清
華
大
皐
・
中
央
研
究
院
文
哲
研
究
所
・
台
南
事
術
大

浦
皐
共
催
「
霊
探
自
然
|
|
人
文
傍
統
奥
文
人
生
活
」
国
際
皐
術
研
討

憶

曾

、

ニ

O
O八
年
六
月
、
台
南
慈
術
大
撃
に
て
。
会
議
に
提
出
し
た
論

而

文

は

、

ニ

O
O九
年
十
二
月
に
『
自
然
詩
皐
重
探
』
と
題
す
る
論
文
集

翫
に
収
録
さ
れ
発
刊
さ
れ
る
予
定
。

摘

(3)

矢
淵
孝
良
「
謝
霊
運
山
水
詩
の
背
景
始
寧
時
代
を
中
心
と
し

棄
て
」
、
「
東
方
皐
報
』
第
五
十
六
冊
、
一
九
八
四
年
。
そ
の
一
七
六
頁
注

づ
(
八
九
)
に
「
こ
こ
は
素
直
に
「
情
は
賞
す
る
を
用
て
美
と
潟
す
(
局

葺
る
ご
と
殻
み
、
人
の
心
は
自
然
を
賞
で
る
と
と
に
よ
り
高
め
ら
れ
る

李
と
い
う
方
向
で
解
し
た
い
。
」
と
あ
る
。

(4)

林
文
月
「
中
園
山
水
詩
的
特
質
」
一
五
四
頁
と
一
七

O
頁
、
『
中
外

文
皐
』
第
三
巻
第
八
期
、
一
九
七
五
年
。
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(5)

森
野
繁
夫
『
謝
康
楽
詩
集
巻
上
』
(
白
帝
社
一
九
九
三
年
)
三

一
七
頁
も
張
銑
注
を
「
忠
誠
を
賞
楽
す
る
を
」
と
読
み
下
し
、
「
君
へ

の
忠
誠
を
賞
楽
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

(6)

劉
庖
『
風
雅
翼
』
巻
六
「
選
詩
補
注
六
宋
詩
こ
参
照
。
王
雲
五

主
編
「
四
庫
全
書
珍
本
』
第
六
集
に
よ
る
。

(7)

「
『
事
昧
』
、
蓋
謂
底
陵
王
為
徐
羨
之
等
諮
療
、
尋
復
見
殺
、
及
己
亦

因
此
而
出
也
」
と
あ
る
。
カ
ギ
括
弧
と
読
点
は
引
用
者
付
加
。

(8)

現
代
文
で
は
な
く
古
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
岡
田
正
之
・
佐
久
節
訳
註
「
園
語
漢
文
大
成
文

撃
部
第
三
巻
園
詩
文
選
中
巻
』
(
園
民
文
庫
刊
行
曾
一
九
二
二

そ
も
そ
も
こ
と
お
の
れ

Eろ
て

き

も

つ

ぴ

年
)
は
「
抑
々
事
は
己
の
心
に
適
す
る
を
以
て
美
と
な
す
」
(
一
五

O

頁
)
と
し
て
劉
履
の
解
釈
を
ほ
ぽ
襲
い
、
独
自
の
見
解
は
付
け
加
え
ら

れ
て
い
な
い
。

(9)

葉
笑
雪
『
謝
盛
運
詩
選
』
(
古
典
文
学
出
版
社
一
九
五
七
年
)
九

四
頁
。
本
文
の
引
用
に
続
く
の
は
「
九
歌
中
所
詠
的
山
鬼
事
情
、
宮
本

身
就
是
一
個
誰
也
無
法
設
質
的
停
説
!
」
。

(
四
)
余
冠
英
『
漢
貌
六
朝
詩
選
』
(
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
八
年
)
一
一

三
八
頁
。

(
日
)
黄
節
『
謝
康
柴
詩
注
』
(
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
八
年
)
七
七

ー
七
八
頁
。

(
立
)
小
尾
郊
一
『
中
国
文
皐
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
(
岩
波
書
庖

一
九
六
二
年
)
二
九
四
頁
。

(
日
)
同
右
五
四
九
頁
。

(M)

一
九
六
八
年
の
小
尾
氏
「
謝
霊
運
の
山
水
詩
」
(
『
日
本
中
国
学
会

報
』
第
二
十
集
。
の
ち
『
謝
霊
運
孤
独
の
山
水
詩
人
l
』
所
収
。
汲
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古
書
院
一
九
八
三
年
)
九
十
頁
に
も
「
つ
ま
り
山
水
そ
れ
白
煙
に

は
、
美
の
債
値
判
断
を
さ
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く

て
、
山
水
を
味
わ
う
人
自
身
に
よ
っ
て
、
美
の
償
値
が
決
ま
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

(
国
)
内
田
泉
之
助
・
網
祐
次
『
文
選
(
詩
篇
)
上
』
(
明
治
書
院
一
九

六
三
年
十
月
)
一
八

O
頁
。
同
書
の
「
例
一
吉
」
に
「
菅
以
後
の
作
品
は

網
が
釈
し
た
。
・
但
し
、
い
ず
れ
も
作
稿
後
は
互
い
に
稿
本
を
交
換
し

て
捌
正
を
加
え
、
な
お
不
審
の
点
に
意
見
を
交
換
し
た
。
」
と
あ
る
。
な

お
、
本
文
所
引
部
分
の
続
き
は
「
そ
の
事
は
昧
く
て
結
局
た
れ
が
知
り

得
る
で
あ
ろ
う
か
(
あ
る
ま
い
)
」
。

(
国
)
斯
波
六
郎
・
花
房
英
樹
『
文
選
』
(
筑
摩
書
房
一
九
六
三
年
十
二

月
)
三

O
O頁
。
同
書
四
四
一
買
に
「
古
詩
十
九
首
お
よ
び
楽
府
古
辞

の
う
ち
飲
馬
長
城
窟
行
は
斯
波
六
郎
訳
、
他
は
す
べ
て
花
房
英
樹
訳

で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

(η)
顧
紹
柏
『
謝
霊
運
集
校
注
』
(
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
二

二
三
頁
。
な
お
顧
著
は
中
国
簡
体
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上

日
本
漢
字
の
新
字
体
に
改
め
て
記
す
。
以
下
の
表
記
も
同
様
。

(
時
〕
陰
法
魯
審
訂
『
昭
明
文
選
訳
注
』
(
吉
林
文
史
出
版
社
一
九
九
二

年
)
第
三
冊
二
六
七
頁
。
以
下
の
引
用
は
二
六
九
頁
。

(
川
口
)
『
訳
注
』
の
こ
の
解
釈
は
、
じ
つ
は
前
掲
の
葉
笑
雪
氏
が
一
説
と
し

て
挙
げ
て
い
た
次
の
解
釈
を
襲
う
も
の
で
あ
る
。
「
(
有
人
説
、
遺
二
句

寓
的
是
詩
人
遊
覧
山
水
所
得
的
一
種
間
曾
。
説
只
要
佑
用
情
欣
賞
、
即

開
花
小
草
、
亦
具
民
美
、
正
不
必
選
揮
欣
賞
的
針
象
。
)
」
。

(
却
)
王
令
槌
『
文
選
詩
部
探
析
』
(
圏
立
編
諜
館
一
九
九
六
年
)
一
五

七
頁
。

(
担
)
た
だ
し
王
氏
の
用
い
る
「
所
1
」
が
、
小
稿
第
七
草
に
記
し
た
「

1
す

る
こ
と
」
の
意
で
あ
る
な
ら
「
美
」
と
な
る
の
が
「
心
情
」
で
あ
る
可

能
性
も
出
て
く
る
。
し
か
し
「
心
情
」
は
「
清
志
」
と
も
さ
れ
、
す
で

に
「
美
」
で
あ
る
よ
う
な
の
で
、
「
美
」
と
な
る
の
は
欣
賞
す
る
対
象

だ
と
判
断
し
た
。

(
幻
)
森
野
氏
前
掲
書
三
一
四
頁
、
三
一
七
頁
。

(
お
)
「
俄
」
字
は
尤
本
に
は
「
倫
」
に
作
る
が
、
九
条
本
、
足
利
本
、
お

よ
ぴ
胡
克
家
の
校
異
に
従
っ
た
。

(M)

『
漢
語
大
詞
典
』
第
七
巻
(
漢
語
大
詞
典
出
版
社
一
九
九
一
年
)
一
一
一

五
O
頁
。
本
文
に
挙
げ
た
同
書
の
挙
例
は
、
馬
其
題
校
注
・
馬
茂
元
整

理
『
韓
昌
繁
文
集
校
注
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六
年
)
、
『
水

論
伝
上
」
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
七
五
年
)
で
確
認
し
た
。

(
お
)
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
類
輿
不
類
、
相
輿
魚
類
、
則
輿
彼
無
以
異

失
」
に
対
す
る
郭
象
注
「
欲
謂
之
類
、
則
我
以
無
矯
是
、
而
彼
以
無
矯

非
、
斯
不
類
突
。
然
此
雌
是
非
不
問
、
亦
固
未
免
於
有
是
非
也
、
則
奥

彼
類
突
。
故
日
『
類
輿
不
類
、
又
相
奥
属
類
、
則
興
彼
無
以
異
也
」
。
然

則
賂
大
不
類
、
莫
若
無
心
」
で
あ
る
。

小
稿
は
、
平
成
十
九

1
二
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補

助
金
基
盤
研
究

(C)
「
貌
晋
六
朝
文
学
に
お
け
る
美
と
聖
性
」
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




